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２０１３年度夜勤実態調査の結果を報告します。今回
４４７施設３，４２７職場から集約いたしました。忙しい業
務と組合活動の中、ご協力くださった皆様に心より
感謝申し上げます。

配置数増加の一方で夜勤回数は増加

２０１３年度の調査では、５０床当たりの看護職員配置
数が増加し、夜間体制の強化が報告されている一方
で、長時間夜勤である２交替がこれまでの調査で最
高の２９．４％に増加しています。また、これまで僅か
ずつながらも毎年減少してきた平均夜勤回数も昨年
・今年と増加しています。医療の高度化、入院日数
の短縮化などに職員配置が追いつかず、夜勤回数や
夜勤時間にしわ寄せがきていると考えられます。「５
局長通知」がかかげる「看護師等が健康で安心して
働ける環境」を実現するために、夜勤実態報告を活
用し運動を広げていく必要があります。

夜勤は「有害」だから保護と規制を

夜勤・交替制勤務が働くものの健康・作業能率・
生活に「有害」であることは一般的にも知られるよ
うになってきました。大幅増員の街頭署名に応じて
くれた青年が「夜勤は身体に悪いそうですね。夜は
メラトニンが抑制されてがんになりやすいとＮＨＫ
で見ました」と話しかけてきてくれた時は、広がり
を実感しました。しかし、一方で２４時間型社会が進
行し、夜勤に従事する労働者は増加しています。低
賃金や長時間労働の対策として夜勤業務を選択する
労働者も出てきています。実感する「生活」への対
策が最優先され、健康や安全が二の次にされている
のが実態です。
生活の利便性のために夜勤・交替制勤務を拡大し

ている業務と医療や介護、消防など業務の責任上２４
時間３６５日体制が求められる業務とを分けて考える
必要があります。「有害」な夜勤は最小限の業務だ
けに規制し、そして「いのちまもる」ために必要な

夜勤は保護と規制を強める運動が必要になっていま
す。

「いのちまもる」ために、
政策転換を求める運動を

９月、ＪＲ北海道のたび重なる事故にずさんな安
全管理体制が指摘されました。１０月１３日、１０人の死
傷者を出した福岡県・安部整形外科の火災も配置人
員不足と安全管理不備が指摘されています。背景に
は国鉄民営化による利潤優先の経営方針や長期入院
患者の診療報酬を低く抑えている政府の医療費抑制
政策がありました。「いのち」より利潤を優先する
政府の構造改革路線の結果です。
昨年１２月の衆議院選挙、７月の参議院選挙で圧勝

した自公政権は数を背景に４月からの消費税増税、
社会保障の改悪、改憲、原発再稼働、ＴＰＰ交渉参
加、労働法制改悪と、「いのちまもる」とは真反対
の政策をすすめています。その中で国民が自分の生
活や子どもの未来や老後の不安と政治を結びつけ、
自分なりの方法で行動を始めています。一つ一つの
問題の根っこが同じものだと気付き始めています。
国民の「いのちまもる」ために、政策転換させてい
く力が育ってきています。

大幅増員・夜勤改善の運動を広げよう

日本医労連は第６３回大会で、新しい大幅増員署名
を提起し、毎年１００万筆を３年連続で取り組み、職
場の中から夜勤改善・大幅賃上げを実現し、地域で
は共同できる取り組みを広げていくことを決定しま
した。９月７日から始まった全国一斉「いのちまも
る地域キャラバン行動」の報告が、この原稿を書い
ている今も、各県や各組織から届いています。動い
たところは必ず成果が生まれ、元気になっています。
わたし達の運動は地域でも注目を浴びています。「い
のちまもる」私たち医療・介護労働者だからこそ先
頭に立って奮闘しましょう。

２０１３年度
夜勤実態調査にあたって

日本医労連中央執行委員長 山田真巳子
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は じ め に

ＩＣＯＨ（International Commission on Occupa-
tional Health：国際産業保健学会）１）という国際的な
学会がある。筆者らが「アイコー」と呼んでいるそ
の学会には、夜勤・交代勤務科学委員会（Scientific
Committee on Night and Shiftwork）が常設され、
２００１年には労働時間学会（Working Time Society）２）

と名を変えながらも、継続して約２年に１度、国際
シンポジウムを開催している。今年は、その開催年
であり、１１月にサルバドール（ブラジル）で世界各
国の研究者が集うことになる。それもあって学会の
メーリングリストのサイネット（sinet）では、学
会開催関連の情報が流れるとともに、最新の夜勤・
交代勤務に関する情報が飛び交っている。その中で
も看護師の夜勤・交代勤務に関する情報はことさら
多い。

最近の話題としては、自ら看護師でもあるギリシ
ャのコロンペリ博士が「夜勤を行っている看護師の
割合はどのくらいか？」という問いを発し、それに
全世界の研究者が回答を寄せた。少し例を挙げるな
らば、スウェーデン看護師の入職１年後の調査では、
日勤専従が７％、日勤と準夜勤の２交代制が５８％、
３交代制が２５％、深夜勤専従が５％、その他（救急
救命など）が６％であった。
オランダで行った高齢者専門の看護師５００人の調

査では、早朝勤務専従が９％、早朝勤務と準夜勤の
２交代制が４３％。早朝勤務と準夜勤と深夜勤の３交
代制が３３％、深夜勤を含む２交代制か深夜勤専従が

８％、日勤専従もしくは準夜勤専従が７％であった。
また、カナダの２００６年労働と賃金統計では、日勤

専従が４９．１％、準夜勤専従が５．６％、深夜勤専従が
４．１％、交代勤務が２６．７％、圧縮勤務（a split shift）
が０．４％、オンコール勤務が４．９％、不規則勤務が
７．４％、その他が１．８％であった。

これに対して、筆者も２０１３年度医労連調査の結果
を待ってアップロードしようと思っていた矢先、交
代勤務と前立腺がん研究で有名な産業医大の久保達
彦先生が日看協の２０１０年調査のデータ３）を用いて、
日本では、深夜勤を含む交代勤務が５８．１％、３交代
制が２７．５％、２交代制は３０．６％と報告した。

このような全世界的な看護師の夜勤・交代勤務編
成の割合を見るにつけ、「そもそも国ごとに夜勤の
定義が異なるのに、同じ土俵で比較できるのか」と
いう疑問を抱くのは筆者だけではあるまい。少し考
えればわかるように、たとえば上述したオランダの
データでは early shift（早朝勤務）と afternoon shift
（準夜勤）の記述しかなく、「日勤はどちらに入る
のだろう」とか、「どうして深夜勤を含む２交代制
と深夜勤専従とを同じ水準で扱えるのか」などの疑
問が生じる。さらには、世界の研究者は、日看協の
データによって日本の現状を知ったわけであるが、
２交代制の３０．６％という値は、実は、その８７．７％が
１６時間夜勤である４）ことを知ったら、腰を抜かして
しまうだろう。いってみれば、日本の２交代制の正
体は、２交代制ではなく、いわばカナダのデータで
０．４％しかない「圧縮勤務（a split shift）」に当た
るのだから。もちろんほとんどの日本の看護師の３

システム対策とともにジョブ対策を！
―２０１３年度夜勤実態調査の結果を概観して―

公益財団法人 労働科学研究所 慢性疲労研究センター長

佐々木 司
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交代制においても逆循環の圧縮勤務である。したが
って、そのような交代勤務制度の国際比較というの
は、今のところナンセンスなのだ。

２０１３年度夜勤実態調査結果を考える

さて、日本医労連の２０１３年度夜勤実態調査の結果
が出た。このような３０年以上も継続している夜勤・
交代勤務に関する調査は、この医労連調査しかない
ことや、また一昨年から特別寄稿をさせていただい
ていることもあり、筆者としては毎年、この調査結
果を楽しみにしている。
しかし、今年度の結果はどうであろう。データが

示すところによると、２交代制が２９．４％と昨年より
も１．４ポイント増え、しかも昨年には減少傾向を示
していた１６時間以上の夜勤病棟が５９．４％と６．９ポイ
ントも増えているではないか！ しかも２交代制で
月４．５回以上の夜勤に従事した看護師は、昨年度の
３１．２％から３４．７％と３．５ポイント増えた。
たしかに１２時間未満の勤務間隔時間が昨年の

７５．４％より７．９ポイント減少して６７．５％になったも
のの、この結果は、昨年度と同様の減少（一昨年が
７９．３％）だが、その解釈はがらりと変わって、１６時
間以上の長時間圧縮勤務の夜勤が増えた結果による
ものであることがわかるだろう。一方で２交代制の
みの施設は、昨年度の１８．０％から１３．２％に４．８ポイ
ント減少して、３交代制の比率は変わらなかったこ
とから、３交代制と２交代制が混在する混合病棟が、
昨年の３１．０％から３５．８％に増加した。これは一部で
異常な長時間２交代からの揺り戻しが生じたものと
好意的に解釈してよいのかも知れない。
しかし、肝心なことは、一昨年、昨年、そして今

年の結果を評価するならば、明らかに一進一退を繰
り返しているということである。この結果に対して
筆者は、正直いって煮え切れない思いがある。

筆者にこのような思いを持たせたのは、運動が先
細りした結果に原因があるためだろうか？ いや違
うだろう。その証拠に、一昨年は「５局長通知」が
発令され、「いのちをまもるキャラバン行動」の成
功や「看護師増員のための署名活動」などによって、
それが今年には「６局長通知」になり、運動の一層
の高まりを見せたのは事実だからだ。

なによりも組合員数が昨年度の１７万７０３人から１７
万２，０３４人と、１，２３１人も増えているではないか。加
えて、今年の２月には１６時間夜勤に反対する日看協
の「看護職の夜勤・交代勤務に関するガイドライ
ン」５）も出された。地方の看護協会では、このガイド
ラインの説明に医労連作成の資料も併せて配られる
といったように、看護師の夜勤問題対策は、まさに
組合運動を超えて職能団体の社会運動として高まり
を見せたのだから。

システム対策に

ジョブ対策を合わせて行う意義

筆者がその煮え切れない思いの前兆を感じ、その
対策の方向性に確信をもつようになったのは、今年
の夏に行った岩手医労連の講演からであった。ここ
数年、わが国の看護師の夜勤・交代勤務問題は、「３
交代制か２交代制か」に焦点があった。とりわけ１６
時間以上の長時間２交代制の問題が話題になってい
ることは、医労連調査からもわかるだろう。しかし
ながら、岩手医労連が筆者に提示したテーマは、ポ
スト２交代制を目指した、「よりよい３交代制の在
り方」ではなく、むしろ２交代制より問題が多い「夜
勤専従のリスク対策」であったのだ。
たしかに上述した国際的な看護師の交代勤務制に

おいても、スウェーデンの看護師の５％は深夜勤専
従看護師である。なぜ福祉国家のスウェーデンの看
護師の５％もがリスクの高い夜勤専従に従事できる
のか。それは冒頭に記したように、夜勤の定義が異
なるのだろうが、わが国と諸外国では、何かが違う
のだろう。その何かの答えとして、筆者は、岩手医
労連での講演のスライドを並べ替えながら、ジョブ
が違うということへの確信を得たのである。

では、ジョブとは何なのか？ なぜシステム対策
では限界が生じるのか？ それは、「看護の本質」
という根本問題に関わってくる。これまで労働科学
的な職場対策として、筆者はシステム（system）、
ワーク（work）、ジョブ（job）の３種類の対策を
提言してきた。このことは、すでに『医療労働』２０１３
年３月２０日号の巻頭言６）に記したとおりである。
看護職場において、システム対策とは、夜勤・交

代勤務制度を改善することや、夜勤人員を増やすと
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図１　２人夜勤と３人夜勤の身体活動量

いった夜勤対策の定石である。２つめは、ワークで
ある。ワーク対策とはどうしても看護職場で行わな
ければならない業務を改善する対策である。たとえ
ば電子カルテを導入している看護職場において、電
子カルテが看護師の負担を増やすならば、電子カル
テを元の紙カルテに戻すといった対策から、電子カ
ルテを入力する際に座る椅子を、人間工学的に４脚
のものから５脚に変えるといった対策まで含まれ
る。そしてジョブである。ジョブ対策とは、看護業
務として「やるべきこととやるべきでないことを決
める対策」である。

上述したように、これまでは、夜勤・交代勤務対
策といえば、主にシステム対策であった。そしてそ
の改善効果は莫大であった。しかしながら、看護職
場では、その改善効果が十分に生じない場合があっ
たことも事実だ。たとえば図１を見て欲しい。
図は筆者らがある病院において夜勤人員の労働負

担低減効果をねらって、深夜勤の人員を実験的に２
人から３人に増員した時の結果である７）。データは、
身体活動量という労働負担を測る指標を用い、深夜
勤務時刻帯に看護師に加速度計をつけてもらって記
録したものである。つまり加速度が小さければ労働
負担が小さいという結果になる。図の○印が２人夜
勤、●印が３人夜勤である。
当然、筆者らの仮説では、３人夜勤（●印）の方
が２人夜勤（○印）よりも各段に身体活動量が落ち
て、労働負担が低減するというものであった。しか
しながら、結果は違っていた。すなわち３人夜勤（●

印）において、２人夜勤（○印）よりも確実に労働
負担の差があったのは４時３０分～５時３０分までのた
った１時間だけだったのである。

当初、筆者には、この原因が全くわからなかった。
しかし、いみじくも川嶋みどり先生が名著『看護の
力』８）で記しているように、「本来の看護の仕事は、
人間誰もが持っている、自然に治る力を引き出すこ
とにあるのです。しかも、そのルーツをたどれば人
間の祖先の時代に遡ることができ、職業としての看
護師誕生の以前から、その営みは家族のなかの、主
に女性たちによって行われてきた（!ページ）」や
「看護という営みそのものは、古くから人々の暮ら
しの中で生まれ、肉親をはじめ、ともに暮らす人々
を思いやり、世話することを通じて発展した（"ペ
ージ）」という文言でハッとしたのである。
そもそも看護とは、人間であれば誰もが（女性は

特に）持っている、病んでいる者をいたわる無償行
為である。したがって、看護行為には終わりはない。
やればやるほどできる行為という性質を孕んでい
る。だから、図１では、これまでキュア（治療）に
よって十分なケア（看護）ができなかったけれども、
２人夜勤（○印）から３人夜勤（●印）になって、
今までできなかった深いケア（看護）を行えるよう
になった。そのために、労働負担が２人夜勤（○印）
とほとんど変わらなかったのである。
このことから筆者は、川嶋みどり先生がいう「看

護」と、病院で行う「看護労働」が違うこと、病院
では、看護と看護労働を分けて捉えなければいけな
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いという点に気づいたのである。それは無償の看護
が、病院に取り込まれ、接収されたのが看護労働で
あるからだ。だから、無償の看護を病棟で行おうと
すれば、たちまち「過剰看護（労働）」になってし
まう。だから、その過剰看護が看護師を疲弊にいた
らしめてしまうのだ。
したがって、看護師の夜勤・交代勤務対策は、こ

れまでのシステム対策に加えて、ジョブ対策、すな
わち「やるべきこととやるべきでないこと」を決め
なければいけないのである。それが行えれば、来年
こそは、夜勤・交代勤務の改善の様子が一進一退で
なく、数値として目に見える形ではっきりと現れて
くると思う。

考えてみると、これまでわが国の看護師はこのジ
ョブ対策を積極的に行ってこなかったのではないだ
ろうか。なぜなら、たとえば、わが国の看護師の１６
時間夜勤は、時間外労働（前残業も含む）を合わせ
れば恒常的に２０時間以上にもなっている。そもそも
交代勤務とは、１日２４時間をいくつかに区切って、
交代して行う勤務であるから、業務が時間内に終わ
らなければ、次の勤務の人に業務を渡すことができ
るという点が最大の特徴であるにも関わらずであ
る。したがって、基本的には交代勤務者に時間外労
働は発生しない。
しかし、わが国の看護師の場合、交代勤務では発

生しないはずの時間外労働が、当然のごとく発生し
ている実態がある。しかも多くの場合、無償で行わ
れているのである。

改めて考えてみると、諸外国の病院で行われてい
るのは、看護ではなく看護労働だからこそ、日勤専
従より過酷な交代勤務ができ、交代勤務の中で最も
つらい夜勤ができ、ひいては夜勤専従さえもできる
のだろうということに思いいたる。
２０１３年度夜勤実態調査結果では２交代勤務で看護
職員に占める臨時・パートの割合が昨年度の４．９％
から６．３％に急増している（２０００年度調査以来最大）
が、看護職場においては、フルタイム看護師のワー
ク・ライフバランスを充実するために導入されたパ
ートタイム制度が、フルタイムの看護師にはすこぶ
る評判が悪いという話をよく聞く。
その理由は、フルタイムの看護師は、短時間勤務

のパートタイム看護師に仕事を任せることができ
ず、結局は、自らの業務負担が増えるからだという。
それは、明らかに終わりのない看護という営みを病
棟で行っているためではないのか。

お わ り に

２０１１年にストックホルムで開催された第２０回国際
夜勤・交代勤務シンポジウムにおいて、ノルウェー
のサクスヴィク博士は、ノルウェーの看護師の勤務
実態について語った。ノルウェーの看護師の特徴は、
１９５０年代までは、未婚で、病院の近くに住んでいて、
何回も連続勤務を行っていて、そして１２時間夜勤を
行っていたという。しかしそれはあくまで１９５０年代
までだったと。そして現在のノルウェーの看護師の
夜勤時間は６時間なのだとも。おそらくノルウェー
では、看護と看護労働を分け、病院では看護ではな
く、看護労働を行うべくジョブ対策を行ったからに
違いない。

附記
筆者にジョブ対策の大切さを気づかせてくれた岩手
医労連には、心から感謝の意を申し上げたい。
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■ 概要 ■

２０１３年度夜勤実態調査

結 果
日本医療労働組合連合会（山田真巳子委員長・１７

万２，０３４人）は、「２０１３年度夜勤実態調査」を実施
しました。この調査は、医療機関で働く看護職員等
の夜勤実態を全国的規模で把握するため毎年実施し

ているものです。２０１３年６月の勤務実績（４４７施設
・３，４２７職場・看護職員数１１４，２１０人、看護要員１２９，
７３４人分）の調査結果がまとまりましたので報告致
します。

「２交替」病棟は２９．４％に増加し、過去最高。「２交替」のうち１６
時間以上の長時間夜勤は約６割で、昨年（約５割）より増加。

・８時間以上の長時間勤務となる「二交替」病棟の割合は、昨年よりさらに増加し２９．４％。
・「１６時間以上」の長時間夜勤は、「２交替」病棟の５９．４％（昨年５２．５％）、看護職員数で５７．６％（昨年
４８．９％）と約６割。今後の推移をみる必要があるが、昨年減少傾向にあった「１６時間以上」の割合は再
び増加し、長時間夜勤による患者の安全と看護要員の健康への影響が危惧される状況にある。

・施設別にみると、「２交替」のみの施設は１３．２％（昨年１８．０％）と減少し、「３交替」と「２交替」が
混在する施設が３５．８％（昨年３１．０％）と増加傾向にある。

勤務間隔「１２時間未満」は６７．５％で、昨年（７５．４％）より減少。
・最も短い勤務間隔は、「８時間未満」５５．８％、「１２時間未満」１１．７％、「１６時間未満」２８．９％で、「１２時
間未満」（８時間未満＋１２時間未満）が６７．５％。「１２時間未満」は、昨年（７５．４％）より、７．９％減少
したが、依然として、「１２時間未満」が約７割を占め、「８時間未満」の勤務間隔が５割を超えている。

看護師確保法・基本指針に抵触する夜勤「月９日以上（２交替では
月４．５回以上）」は、「３交替」２５％、「２交替」３５％で、「２交
替」の方が１０％高い。

・「３交替」の平均夜勤日数は７．６３日（昨年７．５９日）、「８日以内」７４．７％（昨年７５．４％）、「９日以上」２５．２％
（昨年２４．７％）と微増、「１０日以上」は昨年と同じ９．２％。「６日以内」は１９．８％（昨年１８．５％）と増
加傾向だが、一方で、４分の１を超える看護職員が「９以上」となっている。

・「２交替」の平均夜勤回数は４．１０回（昨年４．０１回）、「４回以内」は６５．３％（昨年６８．８％）で、「４．５回
以上」が３４．７％（昨年３１．２％）と昨年よりさらに３．５％増加。「５．５回以上」が１０．６％（昨年９．２％）と
１割を超えている。「３回以内」も２６．１％（昨年２８．２％）と減少。「ＩＣＵ」では５４．６％が「４．５回以上」。

「５０床あたりの看護職員数」は「３交替」「２交替」とも増加、約
３１人で拮抗。「３人以上の夜勤」は「３交替」「２交替」とも増加。
・「３交替」平均３１．２人（昨年２９．５人）で１．７人増。３人以上夜勤体制は、準夜７５．１％（昨年７１．５％）、
深夜６９．９％（昨年６７．０％）。

・「２交替」平均３１．６人（昨年２９．８人）で１．８人増。３人以上夜勤体制は、７４．２％（５８．３％）と増加。

結果
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13.2%

35.8% 51.0%

!! 調査概要
（１）調査の目的

医療機関における看護職員等の夜勤・長
時間労働の実態を把握し、夜勤改善・労働
時間規制など働き続けられる職場づくりに
活用する。

（２）調査時期
２０１３年６月分の勤務実績を調査。

（３）調査対象
日本医労連加盟組合（単組、支部、分会）

のある医療機関で、２４時間交替制勤務を行
っている施設。なお、２０１３年から、介護施
設の夜勤実態調査は、別に行うこととし、

本調査は、対象を医療機関のみとした。昨
年調査における介護施設の比率は、看護職
員数で０．５％であるので、昨年との比較に
は大きな影響はないと考えられる。

（４）調査方法と集計方法
全国組合・都道府県医労連を通じて、加

盟組合に調査表を送付し、２０１２年６月の勤
務実績に基づいて記載したものを回収。

（５）集約の結果
回収数は、４４７施設（昨年４４０）、３，４２７

職場（昨年３，０９３）、看護職員１１４，２１０人（昨
年１００，８３１）、看護要員１２９，７３４人（昨年
１１５，３８７人）を集約。

!Ⅱ 入院部門の調査結果

（１）施設数、病棟数、病床数、看
護職員数
４４７施設、３，２１７病棟、１３９，８１０病床、看
護職員８６，８３５人、看護要員９９，１４９人の調査
結果となった。

（２）夜勤形態別・施設数
「３交替」のみが２２８施設５１．０％（昨年

２２４施設５１．０％）、「２交替」のみが５９施
設１３．２％（昨年７９施設１８．０％）、３交替や
２交替の勤務が混在する「混合（２交替＋
３交替）」が１６０施設３５．８％（昨年１３６施設
３１．０％）となった。

結果
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（３）夜勤形態別の職場数
「３交替」２，２１０職場６８．８％（昨年２，０５７

職場７０．６％）、「２交替」８１０職場２５．２％
（昨年７１４職場２４．５％）、「混合（２交替
＋３交替）」１９１職場５．９％（昨年１３４職場
４．６％）だった。

（４）夜勤形態別の病床数
病床では、「３交替」が９６，６４６床６９．１％

（昨年９３，０７１病床７１．３％）、「２交替」が
３４，９２８床２５．０％（昨年３１，５５３病床２４．２％）、
「混合（２交替＋３交替）」が７，９９５床５．７％
（昨年５，５９６病床４．３％）となった。

（５）夜勤形態別の看護職員数
「３交替」は看護職員５９，６１１人６８．６％（昨
年５４，２８７人７０．９％）、看 護 要 員６７，９０９人
６８．５％（昨年６１，７４２人７０．１％）。「２交替」
は看護職員２１，３７１人２４．６％（昨年１８，３１１人
２３．９％）、看護要員２４，８４３人２５．１％（２１，８５７
人２４．８％）。
「混合（３交替＋２交替）」は看護職員

５，７１８人６．６％（昨年３，９２１人５．１％）、看護
要員６，３９７人６．５％（昨年４，３８２人５．０％）だ
った。
２交替職場のうち、病棟数の５９．４％（昨

年５２．５％）、病床数で５９．１％（昨年５６．３％）、
看護職員で５７．６％（昨年４８．９％）、看護要
員で５８．５％（昨年５２．２％）が「１６時間以上」
の長時間夜勤を行っている。

（６）夜勤形態別の職場数経年推移
２００６年以降「２交替」長時間夜勤が増加
し、「２交替」病棟の割合は２９．４％（昨年
２８．０％）と過去最多となった。

（７）入院基本料の分類
○一般病棟の入院基本料の分類では、「７
対１」１，４８７職場６９．９％（昨年１，３１３職場
７０．６％）、「１０対１」４９０職場２３．０％（昨
年４８３職場２６．０％）。「７対１」職場は、
２００９年度の３９．２％から２０１０年度に６０．５％
と大幅に増加したが、２０１３年度は昨年比
で微減となった。

○精神病棟の入院基本料の分類では、「７
対１」１１職場７．４％（昨年７職場４．５％）、
「１０対１」１５職 場１０．１％（昨 年２９職 場
１８．７％）、「１３対１」２７職場１８．１％（昨
年２２職場１４．２％）、「１５対１」７０職場４７．０％
（昨年６６職場４２．６％）だった。

結果
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（８）看護職員の配置
○「３交替」職場の看護職員は、５０床当り
平均３１．２人（看護要員３５．５人）。看護職
員の推移をみると、２００８年２６．６人、２００９
年２７．５人、２０１０年２９．５人、２０１１年は３０．１
人と増加し、２０１２年に２９．５人と微減とな
ったが、２０１３年は３１．２人と増加に転じて
いる。看護要員は、２０１０年度の診療報酬
における「急性期看護補助加算」新設で
２０１１年度に増加した後、２０１２年に微減と
なったが、２０１３年は増加に転じた。

○「２交替」職場の看護職員は、５０床当り
平均３１．６人（看護要員３６．４人）。看護職
員の推移をみると、２００６年２１．０人、２００７
年２４．６人、２００８年２４．４人、２００９年２５．３人、
２０１０年２６．５人、２０１１年２７．５人、２０１２年２９．８
人、２０１３年３１．６人と増加し、「３交替」
職場とほぼ同じ配置になっている。今後
の推移をみる必要があるが、後述するよ
うに「２交替」職場で「７対１」入院基
本料をとる施設が増えており、収益を確
保するために「２交替」職場の職員配置
を確保していると考えられる。

（９）「３交替」の夜勤実態
○平均夜勤日数は７．６３日（昨年７．５９日）で、
昨年に比べて０．０４日の微増となった。

結果
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○１ヵ月「８日以内」の夜勤日数に収まっ
ている看護職員は、７４．７％（２０１２年
７５．４％）で、昨年より、０．７％減少した。
看護職員確保法・基本指針に抵触する
「９日以上」の夜勤を行っている看護職
員は２５．２％（昨年２４．７％）と０．５％増加
し、４分の１を超える看護職員が「９日
以上」となっている。「１０日以上」は９．２％
で約１割。「６日以内」は１９．８％（昨年
１８．５％）と１．３％増加。最多夜勤回数は、
夜勤専門と思われるが、「ＩＣＵ」と「７
対１」病棟で２１日にも及んだ。

○入院基本料別にみると、「９日以上」は
「ＩＣＵ」４１．８％、「７対１」２５．２％、
「１０対１」２３．０％、「１３対１」１６．０％、
「１５対１」１１．６％で、「ＩＣＵ」が突出
して多い。

○夜勤体制をみると、「３人以上」は、準
夜勤務で７５．１％、深夜勤務で６９．９％。２００５
年以降の推移をみると、準夜勤務で
５３．６％、６０．４％、６０．７％、６７．３％、７０．０％、
７２．８％、７３．８％、７１．５％で、２０１３年 は
７５．１％。深夜勤務は、２００５年以降４５．３％、
４９．３％、５１．３％、５８．０％、６１．４％、６７．９％、
６８．１％、６７．０％で、２０１３年は６９．９％。２００６
年の入院基本料「７対１」新設以降、３
人以上夜勤が増加し、２０１２年は準夜、深
夜とも微減となっていたが、２０１３年は増
加に転じている。一方、１人夜勤も準夜
で３２病棟１．４％、深夜で３２病棟１．４％あっ
た。

結果
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（１０）「２交替」の夜勤実態
○平均夜勤回数は４．１０回（昨年４．０１回）で、
昨年に比べて０．９回増加した。最多回数
は、夜勤専門と思われるが、「ＩＣＵ」
で１３回、「７対１」で１４回であった。平
均夜勤回数の経年比較ではほとんど改善
なく推移し、２０１０年以降、平均で４回を
超える結果となっている。

○１ヵ月「４回以内」の夜勤回数に収まっ
ている看護職員は６５．３％（昨年６８．８％）
と昨年より３．５％減少し、「４．５回以上」
が３４．７％（昨年３１．２％）と３．５％増加し
た。「５．５回以上」は１０．６％で、２０１０年
７．２％、２０１１年８．９％、２０１２年９．２％と 年
々増加している。「３回以内」は、２６．１％
（昨年２８．２％）と２．１％減少。「４回以
内」の推移をみると、２００５年７５．４％、２００６
年７５．１％、２００７年７６．７％、２００８年６９．０％、
２００９年７２．５％、２０１０年６６．５％、２０１１年
６９．５％、２０１２年６８．８％、２０１３年６５．３％と
減少傾向となっている。

○入院基本料別にみると、「４．５回以上」
は、「ＩＣＵ」が５４．６％、「７対１」が
３５．５％、「１０対１」２７．３％、「１３対１」
２７．２％、「１５対１」３１．４％で、「ＩＣＵ」
では過半数が「４．５回以上」となってい
る。

結果

医 療 労 働１１



12時間未満
11.7%

16時間未満
28.9%

16時間以上
3.5% ８時間未満

55.8%

○夜勤体制は、「３人以上」が７４．２％で、
経年比較すると、２００５年３３．７％、２００６年
４７．２％、２００７年５５．６％、２００８年５６．４％、
２００９年５８．２％、２０１０年６８．８％、２０１１年
６７．４％、２０１２年５８．３％。２００６年以降、夜
勤体制の改善がなされてきたものが、
２０１２年に「３人以上」の比率が落ち込ん
だが、２０１３年は「３人以上」が７０％を超
える結果となった。２人以下は２５．８％（昨
年４１．６％）と、昨年から１５．８％減少した。
１人夜勤は１４職場７．１％（昨年１６職場
１２．１％）残っている。

（１１）勤務時間
最も短い勤務間隔（勤務から次の勤務の

間隔）は、「８時間未満」５５．８％（昨年
５７．５％）、「１２時間未満」１１．７％（昨年
１７．９％）、「１６時間未満」２８．９％（昨年２１．４％）
で、「１２時間未満」（８時間未満＋１２時間
未満）が６７．５％（昨年７５．４％）と、昨年よ
り７．９％減少した。ＩＬＯ１５７勧告の基準を
満たさない「１２時間未満」の短い勤務間隔
は、減少はしているが、依然として約７割
を占め、「８時間未満」の短い勤務間隔が
５割を超えている。

（１２）夜勤専門看護職員、妊産婦等
の割合および病欠者
○夜勤専門看護師は、「三交替」で０．２％
（昨年０．１３％）、「変則三交替」で０．７％
（昨年０．２１％）、「混合（３交替＋２交
替）」で１．１２％（昨年０．７９％）、「２交
替１６時間未満」で０．１７％（昨年０．２２％）、
「２交替１６時間以上」で０．６３％（昨年
０．９４％）であった。３交替と２交替が混
在する「混合」と「変則３交替」で夜勤
専門の比率が高く、増加傾向にある。

○妊娠・産休・育休者数は、看護職員で
６，２４６人（総人員の５．５％）、育児短時間
取得は看護職員で１，９７６人（総人員の
１．７％）であった。介護休暇取得者は昨
年と同様少なく、看護職員で７４人（総人
員の０．１％）のみだった。

○病欠者は、看護職員で１，５２３人（総人員
の１．３％）であった。

結果
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!Ⅲ 外来・手術室の夜勤実態

（１）外来
!有効回答数は１５５職場で、「３交替」（変則３交
替含む）５２職場３３．５％（昨年２６．３％）、「２交替」
５５職場３５．５％（昨年３９．１％）、「混合（２交替＋
３交替）」８職場５．２％（昨年５．３％）、「２交替
＋当直」５職場３．２％（昨年７．５％）、「当直」３５
職場２２．６％（昨年２１．８％）で、昨年に比べ「３交
替」が増加している。

"夜勤回数は、「３交替」で「８日以内」が８５．２％、
「２交替」・「２交替・当直制」の４回以内はそ
れぞれ９２．１％、８５．３％。平均夜勤回数は、「３交
替」６．４２回、「変則３交替」４．５１回、「２交替（１６
時間未満）」２．７０回、「２交替（１６時間以上）」
３．０７回、「混合（３交替＋２交替）」５．５７回、「２

交替＋当直」３．７３回、「当直」３．８３回。
#１人夜勤が、「３交替」準夜勤で２６．５％（昨年
１８．２％）、深夜で６０．０％（昨年６３．２％）％、「２
交替」で３９．２％（昨年４５．２％）、「当直」制では
５７．６％（昨年６８．４％）で、依然として１人体制が
多い。

（２）手術室
!「３交替」２９．３％（昨年１７．５％）、「２交替」３４．２％
（昨年３０．０％）、「混合（３交替＋２交替）」４．９％
（昨年５．０％％）、「当直＋２交替」４．９％（昨年
７．５％）、「当直」２６・８％（昨年４０．０％）で、
「３交替」が増え、当直は減少している。

"夜勤回数は調査結果として出なかった。

!Ⅳ 基礎項目等の結果
（１）夜勤協定の状況
夜勤協定の有無については、４４７施設中、「有」

２６８施設６９．３％、「無」１１９施設３０．７％、「無回答」
６０施設だった。

（２）男性職員割合
看護職員の５．３％（昨年４．８％）、介護職員の２０．１％

（昨年２２．０％）が男性職員だった。

（３）勤務間隔「１２時間以上」の状況
勤務間隔「１２時間以上」あると答えたのは１７４施

設４７．２％、「無」は１９５施設５２．８％だった。

結果
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!Ⅴ 長時間労働規制・夜勤改善にむけて
■夜勤は「有害業務」として、諸外国ではＩＬＯ夜
業条約やＥＵ労働時間指令などに基づいた規制が
行われ、労働者の健康と生活を保護しています。
ＩＬＯ看護職員条約（１４９号条約）は、看護職員
が国民の健康および福祉の保護と向上のために果
たす重要な役割を認識し、適切な労働条件などの
整備を図ることを求めています。具体的事項が記
載された勧告（１５７号）では、「１日の労働時間
は８時間以内」、「時間外を含めても１２時間以内」、
「勤務と勤務の間に少なくとも連続１２時間以上の
休息期間を与えなければならない」などを定めて
います。
医療の職場では、２４時間３６５日いのちを守るた

めに、夜勤・交替制勤務は避けられない勤務であ
り、日本でも諸外国並みの保護措置をとり、労働
者が働き続けられる環境整備が必要です。

■医療の高度化、入院日数の短縮化、患者の高齢化
や重症化などにより、看護職員の労働と負担は厳
しさを増しています。医師だけでなく看護職の不
足も深刻化しており、看護職が働き続けられる勤
務環境の改善を図らなければ、医療提供体制を維
持することが出来ないとの認識のもとに、２０１１年
６月に、厚生労働省から５局長連名の通知「看護
師等の『雇用の質』の向上のための取組について」
（以後「５局長通知」と記載）が発出されました。
「５局長通知」は、業務の過重性を理由に年に約
１２万５千人の看護職員が離職していることを指摘
し、具体的改善策として「交替制の運用面の工夫、
所定時間外労働の削減」「十分な勤務間隔の確保
を含め、より負担の少ない交代制にむけた取り組
み」等の改善を求めています。
２０１３年２月には、厚生労働省が「５局長通知」
に続いて、対象を医療従事者全体に拡大した「６
局長通知」を出し、看護協会が「看護職の夜勤・
交代制勤務に関するガイドライン」（勤務間隔最
低１１時間以上、最大拘束時間１３時間など１１項目）
を発表し、勤務環境の改善を求めています。

■今回の「２０１３年夜勤実態調査」は、「５局長通知」
発出後２年目の調査です。今回の調査では、「１２

時間未満」の短い勤務間隔が昨年より約８％減少
する等の改善もみられるものの、長時間夜勤の「２
交替」病棟が約３割と過去最高となり、夜勤回数
も増加しています。夜勤・交替制労働の過酷な状
況は依然として続いており、患者の安全と看護要
員の健康への影響が危惧される状況にあります。
「５局長通知」発出以降、病院管理者の研修や正
循環の検討等の取り組みが始まっていますが、多
くの職場では、改善を実感できる状況にはなって
いません。
ＩＬＯ１５７勧告の「８時間以内の労働」に反す

る２交替制は２００６年から増加し続けていますが、
今年はさらに増加して２９．４％となっています。今
後の推移をみる必要がありますが、「２交替」の
うち１６時間以上の長時間夜勤の比率は、昨年は約
５割に減少しましたが、今年は、病棟で５９．４％（昨
年５２．５％）、看護職員数で５７．６％（昨年４８．９％）
と約６割にもどっています。
最も短い勤務間隔は、「８時間未満」５５．８％、

「１２時間未満」１１．７％、「１６時間未満」２８．９％と
なっています。「１２時間未満」（８時間未満＋１２
時間未満）は６７．５％と昨年（７５．４％）より減少し
ていますが、依然として約７割を占め、「８時間
未満」が最も多くなっています。いのちを預かる
職員が十分な休息が確保できない状態で、次の勤
務につくことが常態化しており、患者・利用者の
安全を守るためにも、看護要員の健康を守るため
にも、実効ある規制が必要です。

■「３交替」の平均夜勤日数は、月７．６３日（昨年７．５９
日）、「８日以内」７４．７％（昨年７５．４％）、「９
日以上」２５．２％（昨年２４．７％）と、改善がすすん
でいません。「６日以内」は１９．８％（昨年１８．５％）
とわずかに増えていますが、依然として４人に１
人が９日以上の夜勤を行っており、１０日以上の夜
勤も９．２％でのぼっています。妊娠・出産・育児
のための夜勤免除・軽減の制度があっても、それ
を保障する人員体制が不足し、「９日以上」の夜
勤者が増加傾向にあることがうかがえます。最多
夜勤回数は、２１日にも及びました。夜勤専従者と
推察されますが、夜勤専従者も含め、患者の安全
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や看護職員の健康への影響から夜勤規制が必要で
す。
「２交替」の平均夜勤回数は、月４．１０回（昨年

４．０１回）と増加し、「４回以内」は６５．３％と昨年
（６８．８％）より３．５％減少しています。「４．５回以
上」は３４．７％と、昨年（３１．２％）より３．５％増加
し、「５．５回以上」は１０．６％（昨年９．２％）と１割
を超えています。「２交替」では「３回以内」の
割合も２６．１％（昨年２８．２％）と減少しています。
「２交替」の夜勤回数の増加は、「３交替」と比
較しても顕著で、看護師確保法・基本指針に抵触
する「９日以上（月４．５回以上）夜勤」の比率は、
「３交替」より約１０％も高くなっています。

■入院基本料別にみると、「３交替」で「９日以上」
は、「ＩＣＵ」４１．８％、「７対１」２５．２％、「１０
対１」２３．０％、「１３対１」１６．０％、「１５対１」１１．６％
となっています。「２交替」で「４．５回以上」は、
「ＩＣＵ」が５４．６％、「７対１」が３５．５％、「１０
対１」２７．３％、「１３対１」２７．２％、「１５対１」３１．４％
となっています。
「３交替」「２交替」のいずれでも「ＩＣＵ」

の回数オーバーが突出しており、十分な人員がい
ない中で夜勤体制を確保するために、夜勤回数が
増加していることがうかがえます。また、どの体
制でも「３交替」より「２交替」の回数オーバー
が多くなっていますが、とりわけ「ＩＣＵ」と「７
対１」の回数オーバーが顕著です。
「３交替」と「２交替」で入院基本料の取得状

況を比較すると、「７対１」は「３交替」で５４．３％、
「２交替」で６１．９％となっており、「７対１」は
「２交替」の方が多くなっています。十分な人員
を確保できないまま、経営上の理由から「７：１」
取得がすすめられ、看護職員の負担が増大してい
ることが推察されます。
１９９２年に成立した「看護師等の人材確保の促進
に関する法律」・基本指針では、「夜勤負担の軽
減、働きやすい職場づくり」「月８回以内の夜勤
体制」の構築などを求めています。また２００７年の
第１６６回通常国会では、全会一致での決議（看護
職員の配置基準を夜間は患者１０人に１人以上、日
勤は４人に１人以上とすること。夜勤日数を月８
日以内に規制するなど『看護師確保法』等を改正
すること、など）が採択されています。しかし、

実効ある改善がないために、看護職員に大きな負
担を与え、職員の疲労は限界に達しています。早
急に実効ある夜勤規制を行い、改善を図ることが
必要です。

■２０１３年秋、日本医労連は、いのちまもる「全国一
斉地域キャラバン行動」を行い、夜勤改善・大幅
増員と安全・安心の医療・介護などを訴えてきま
した。
夜勤・長時間労働が心身に与える有害性は、科

学的にも明らかになっています。健康リスクとし
ては、短期的には慢性疲労や感情障害、中期的に
は循環器疾患や糖尿病、長期的には発がん性（乳
がん、前立腺がん）が指摘され、安全性の点でも
夜勤帯の作業は酒気帯び運転と同等以上のリスク
があると指摘されています。さらに、医療・介護
は、他産業に比べても女性労働者が多く、シフト
の種類が多い場合は十数種類にも及ぶ非常に不規
則な勤務となっており、より負担が大きくなって
います。
厚生労働省「５局長通知」が発出されて以降、

改善にむけた取り組みも行われていますが、本調
査でも明らかになったように、医療の高度化や患
者の重症化等に追いつかない人員体制の中で夜勤
回数が増加するなど、職場の厳しさが増していま
す。
医療・介護労働者が健康に働き、安全・安心の

医療・介護を継続・安定して提供するためには、
夜勤・交替制労働の実効ある法規制とそれを保障
する大幅増員がどうしても必要です。
厚生労働省「５局長通知」を職場の実効ある改

善につなげるとともに、「１日の労働時間は８時
間を超えない。超過勤務含めても１２時間を超えな
い」「勤務間隔１２時間以上の確保」「常日勤労働
者より短い労働時間、週３２時間」など労働時間規
制の法制化と、養成数の拡大等大幅増員を実現し、
抜本的な改善を図ることを求めるものです。
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性格別 施設数 職場数 看護職員総数（人） 看護要員総数（人）

全医労 １０２ ８０８ ２４，９０２ ２８，０２４
全厚労 ８９ ５９７ ２０，６８９ ２３，９４１
全日赤 ２５ ３２８ １２，１９６ １３，３５５
健保労組 ８ ５４ ２，０７７ ２，２５５
全労災 ２８ ２６５ ９，１５０ ９，８３８
国共病組 ５ ４２ １，１０９ １，２４１
公共労 ３ １８ ６３０ ６９８
公的病院 １１ ８３ ３，３３７ ３，７１２
自治体 ４４ ３５２ １２，１８２ １３，８８９
大学 １２ ２５８ １０，７１７ １１，４４８
民医連・医療生協 ９０ ４２３ １１，９４９ １４，７１８
地場一般病院 ２１ １５２ ４，３６０ ５，３８２
地場精神病院 ９ ４７ ９１２ １，２３３

合計 ４４７ ３，４２７ １１４，２１０ １２９，７３４

職場数

病 棟 ３，２１７
外 来 １５５
手術室 ４１
透 析 １４
合 計 ３，４２７

２０１３年度 夜勤実態調査

実施資料

Ⅰ 実施施設

病院性格別調査施設数

調査職場

実施資料■Ⅰ■実施施設
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全 体 全国組合を除く

都道府県 施設数 職場数
看護職員
総数（人）

看護要員
総数（人）

施設数 職場数
看護職員
総数（人）

看護要員
総数（人）

北海道 ３４ ２２６ ７，０８４ ８，２１３ １０ ５８ １，４８３ １，８２９
青森県 ７ ３８ １，１６１ １，３４５ ５ ２９ ８５７ １，０２６
秋田県 １２ ８１ ３，０５４ ３，４６０ ４ ２２ ８０６ ９８１
岩手県 ２０ １４２ ４，７８７ ５，４５９ １６ １２０ ４，０９７ ４，６８８
山形県 １６ １０８ ３，１８８ ４，０１３ １６ １０８ ３，１８８ ４，０１３
宮城県 ８ ５４ １，７５１ １，９２９ ４ ２０ ４８３ ５６２
福島県 ９ ５３ １，５１４ １，７３３ ２ ８ ２２８ ２７５
千葉県 ７ ６５ ２，１０７ ２，３４８ ２ １５ ３４９ ４２６
埼玉県 ５ ５６ １，９５５ ２，１３５
群馬県 ２ ８ ４０１ ４４８ １ ２ ８７ １０８
栃木県 ３ ２３ ６３９ ７４９ １ ５ １２８ １９６
茨城県 ８ ６３ ２，０２３ ２，２２７ １ ３ ５１ ７４
山梨県 ４ ２１ ６４７ ７３０ ３ １４ ３８１ ４３４
長野県 ２０ １３３ ４，２５３ ５，２６１ ５ １９ ５７７ ７１０
新潟県 ２６ １５２ ５，１９８ ６，００８ ６ ４３ １，７７８ １，９３５
東京都 １７ １９０ ６，８０２ ７，７５５ １０ １１５ ４，３４５ ４，９４９
神奈川県 １６ １６３ ５，４０８ ５，９５７ １０ ９５ ３，２２５ ３，５５６
愛知県 ２１ １７７ ６，０６６ ６，６９７ １１ ８８ ２，９７９ ３，３３１
静岡県 １６ １３４ ４，３８８ ５，０４９ ６ ６２ １，８９９ ２，２４０
岐阜県 ７ ５２ １，７５８ １，９７１
三重県 １２ ９２ ３，０４６ ３，４９０
富山県 ６ ４２ １，２９７ １，４５２ １ ４ ８５ １２４
石川県 ７ ４６ １，３４４ １，５２２ ３ １６ ４８０ ５７６
大阪府 ９ １２３ ３，９８９ ４，２７５ ３ ４４ １，４８６ １，５８０
京都府 １１ １０２ ３，４３５ ３，８１９ ６ ３４ １，１２０ １，３０８
兵庫県 ３ ２５ ８７１ ９７４ １ ３ ８８ １０１
奈良県 ２ １１ ３２０ ３４１ １ ４ １３７ １３７
和歌山県 ９ ５８ １，５８４ １，８５８ ６ ３５ ９０３ １，１０８
福井県 １ ６ １９１ ２２６
滋賀県 ３ ３３ １，１８４ １，３１９
岡山県 ９ ８１ ２，９４０ ３，２７１ ５ ４３ １，７２５ １，９２０
広島県 １６ １４３ ５，５６６ ６，１８９ ６ ４８ １，８３６ ２，１２５
山口県 １１ ８７ ２，９１６ ３，２１２ ４ ３７ １，１５６ １，３０５
鳥取県 ４ ３０ ７７９ ９２５ ２ １１ ２６０ ３３４
島根県 １１ ７３ ２，１５７ ２，６５２ ７ ３５ ８１８ １，１１５
香川県 ６ ４１ １，７９０ １，８７６ ２ ６ １７４ ２０８
愛媛県 ８ ４５ １，１６３ １，３０９ ５ ２４ ５７７ ６７９
徳島県 ４ ３１ ９３４ １，０８０ １ ５ １４０ １８３
高知県 ４ １７ ５１３ ５７１ ２ ４ ９１ １３２
福岡県 １９ １７５ ６，６６５ ７，４２９ １１ １０３ ４，３７８ ４，８２２
佐賀県 ５ ４２ １，４５１ １，５７４
長崎県 ５ ４４ １，４４０ １，６２３ １ ２ ８６ １０６
熊本県 ４ ２８ ８２０ １，００７
大分県 ４ ２６ ８２２ ９２５ １ ６ ６８ １００
宮崎県 ２ ８ ２１２ ２６２
鹿児島県 ７ ３９ １，３１８ １，５８４ ３ １２ ４０９ ４８５
沖縄県 ７ ４０ １，２７９ １，４８２ ３ １３ ４９９ ６０１
合 計 ４４７ ３，４２７ １１４，２１０ １２９，７３４ １８７ １，３１５ ４３，４５７ ５０，３８２

都道府県別調査施設数

実施資料■Ⅰ■実施施設
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1995年

1996年

1997年

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

7日 8日 9日6日以内 10日以上

0 10 20 30 40 50 60  70 80 90 100
（％）

（人） （％）

６日以内 ７日 ８日 ９日 １０日以上 ６日以内 ７日 ８日 ９日 １０日以上 ８日以内
１９９５年 ７，７２１ １０，３２９ ２１，９９５ １２，６４７ ５，７９２ １３．２ １７．７ ３７．６ ２１．６ ９．９ ６８．５
１９９６年 ５，１３２ ８，１７１ １７，８９４ ８，６６２ ３，６６１ １１．８ １８．８ ４１．１ １９．９ ８．４ ７１．７
１９９７年 ７，５５７ １０，３７３ ２０，０９５ ９，４４１ ３，９２０ １４．７ ２０．２ ３９．１ １８．４ ７．６ ７４．０
１９９８年 ７，４５６ ９，８８０ １８，４６２ ７，５１２ ２，９０８ １６．１ ２１．４ ３９．９ １６．３ ６．３ ７７．５
１９９９年 ９，７５７ １５，１９４ ２６，４５５ １０，４０８ ３，６６７ １４．９ ２３．２ ４０．４ １５．９ ５．６ ７８．５
２０００年 ９，３３９ １５，１２８ ２７，９３０ １０，２９３ ２，９５２ １４．２ ２３．０ ４２．５ １５．７ ４．５ ７９．８
２００１年 ６，５７６ １０，９６５ ２１，０５７ ８，２６２ ２，６８８ １３．３ ２２．１ ４２．５ １６．７ ５．４ ７７．９
２００２年 ６，５９９ １０，３２１ １９，５６７ ８，１００ ３，１０５ １３．８ ２１．６ ４１．０ １７．０ ６．５ ７６．５
２００３年 ５，６３７ １０，４７８ １６，５２２ ５，２３７ １，３７０ １４．４ ２６．７ ４２．１ １３．３ ３．５ ８３．２
２００４年 ５，１２１ ８，３３９ １６，００５ ６，５０６ ２，０６１ １３．５ ２１．９ ４２．１ １７．１ ５．４ ７７．５
２００５年 ４，９６８ ８，９６５ １６，８９３ ６，２７６ １，８１７ １２．８ ２３．０ ４３．４ １６．１ ４．７ ７９．２
２００６年 ５，８９１ ９，２０４ １４，７３５ ５，７７０ ２，４８５ １５．５ ２４．２ ３８．７ １５．２ ６．５ ７８．３
２００７年 ６，９１５ ９，５８４ １５，３２１ ５，９２９ ２，５１７ １７．２ ２３．８ ３８．０ １４．７ ６．３ ７９．０
２００８年 ７，９３４ １０，８７９ １８，３３２ ７，７０５ ３，１１０ １６．５ ２２．７ ３８．２ １６．１ ６．５ ７７．４
２００９年 ８，３１７ １０，７３８ １７，４６２ ７，６８３ ３，０９３ １７．６ ２２．７ ３６．９ １６．２ ６．５ ７７．２
２０１０年 ９，９２５ １０，５２９ １９，２７５ ９，０８４ ５，４７０ １８．３ １９．４ ３５．５ １６．７ １０．１ ７３．２
２０１１年 １０，２５０ １０，１０７ １８，３００ ８，９２７ ４，８００ １９．６ １９．３ ３４．９ １７．０ ９．２ ７３．８
２０１２年 ９，３４５ １０，０１７ １８，７６８ ７，８１６ ４，６４０ １８．５ １９．８ ３７．１ １５．５ ９．２ ７５．４
２０１３年 １１，０６１ １０，８７７ １９，７７８ ８，９５５ ５，１６４ １９．８ １９．５ ３５．４ １６．０ ９．２ ７４．７

Ⅱ‐１ 夜勤日数別の人数と割合（３交替病棟）

実施資料■Ⅱ■３交替病棟

医 療 労 働１８
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7対1

その他

10対1
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13対1

5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日以上

ICU等

（人）

病棟数 ４日迄 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日以上 合計
最多夜
勤日数

夜勤
専門

ＩＣＵ等 ２６５ ５１４ １６５ ３９３ ９０８ ２，１７６ １，４４４ ８６６ ２７０ １７３ ２２９ ７，１３８ ２１日 ２６人
７対１ １，１５５ ２，９０３ ８３７ ２，１７３ ４，８１５１０，０５６ ４，５９８ １，７１３ ４１８ １１６ １６９２７，７９８ ２１日 １３０人
１０対１ ４４４ ６７６ ２６３ ６１３ ２，０６７ ３，７２５ １，５４５ ４７１ １１８ ３５ １９ ９，５３２ １８日 ２３人
１３対１ ６６ ８８ ５８ １１２ ３３７ ４４１ １４０ ５２ ４ １ １，２３３ １２日 ５人
１５対１ ８７ １５８ ９０ ２００ ４５８ ５５６ １５３ ３２ ５ ２ １，６５４ １８日 １人
その他 １１１ １６２ ９３ ２７７ ５２９ ６６９ ３４３ １５９ ５９ ３６ １０ ２，３３７ １８日 ７人
合計 ２，１２８ ４，５０１ １，５０６ ３，７６８ ９，１１４１７，６２３ ８，２２３ ３，２９３ ８７４ ３６１ ４２９４９，６９２

４日迄 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日以上 ９日以上

ＩＣＵ等 ７．２％ ２．３％ ５．５％１２．７％３０．５％２０．２％１２．１％ ３．８％ ２．４％ ３．２％ ４１．８％
７対１ １０．４％ ３．０％ ７．８％１７．３％３６．２％１６．５％ ６．２％ １．５％ ０．４％ ０．６％ ２５．２％
１０対１ ７．１％ ２．８％ ６．４％２１．７％３９．１％１６．２％ ４．９％ １．２％ ０．４％ ０．２％ ２３．０％
１３対１ ７．１％ ４．７％ ９．１％２７．３％３５．８％１１．４％ ４．２％ ０．３％ ０．１％ ０．０％ １６．０％
１５対１ ９．６％ ５．４％１２．１％２７．７％３３．６％ ９．３％ １．９％ ０．３％ ０．０％ ０．１％ １１．６％
その他 ６．９％ ４．０％１１．９％２２．６％２８．６％１４．７％ ６．８％ ２．５％ １．５％ ０．４％ ２６．０％
合計 ９．１％ ３．０％ ７．６％１８．３％３５．５％１６．５％ ６．６％ １．８％ ０．７％ ０．９％ ２６．５％

Ⅱ‐２ 夜勤日数別の人数と割合（３交替病棟） 入院基本料別

実施資料■Ⅱ■３交替病棟

医 療 労 働１９



7日 8日 9日 10日以上6日以内

100 20 30 40 50 60  70 80 90 100

地場精神病院

地場一般病院

民医連・医療生協

大学

自治体

公的病院

公共労

国共病組

全労災

健保労組

全日赤

全厚労

全医労

（％）

（％）

病棟数 ６日以内 ７日 ８日 ９日 １０日以上 ８日以内
全医労 ５９０ ２２．０ ３３．０ ３６．７ ７．４ ０．９ ９１．７
全厚労 ３６９ １７．３ ２０．０ ３９．４ １４．１ ９．２ ７６．７
全日赤 ２１７ ２８．０ １１．１ ２８．０ ２１．７ １１．２ ６７．２
健保労組 ４０ １７．５ ９．６ ３４．７ ２６．３ １１．８ ６１．９
全労災 ２４６ １５．９ １１．５ ４７．３ １８．７ ６．５ ７４．８
国共病組 ３２ ３０．５ １７．７ ３０．８ １３．１ ７．９ ７９．１
公共労 １４ ２５．１ ２０．７ ３６．５ １１．９ ５．７ ８２．４
公的病院 ６７ １７．８ １７．７ ４３．２ １５．８ ５．４ ７８．８
自治体 ３０５ １２．９ １４．５ ３３．８ ２４．２ １４．６ ６１．２
大学 １１９ １４．４ １５．７ ２６．６ ２１．８ ２１．５ ５６．７
民医連・医療生協 ２７６ ２２．９ １４．０ ３２．７ １９．９ １０．５ ６９．６
地場一般病院 ９２ １９．８ １１．３ ２０．１ １４．１ ３４．８ ５１．２
地場精神病院 ３３ ４１．９ ３０．２ ２４．７ ３．１ ０．２ ９６．７

合 計 ２，４００ １９．８ １９．５ ３５．４ １６．０ ９．２ ７４．７

Ⅱ‐３ 夜勤日数別の人数と割合（３交替病棟）組合性格別

実施資料■Ⅱ■３交替病棟

医 療 労 働２０
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7.61
7.57

7.53

7.71

7.62

7.63

7.63

7.59
7.54

1988年 1991年 1994年 1997年 2000年 2003年 2006年 2009年 2012年1985年

年 度 平 均
１９８５年 ８．７
１９８６年 ８．８
１９８７年
１９８８年 ８．７
１９８９年 ８．６３
１９９０年 ８．６１
１９９１年 ８．５２
１９９２年 ８．４２
１９９３年 ８．１４
１９９４年 ７．９９
１９９５年 ７．８９
１９９６年 ７．８６
１９９７年 ７．７３
１９９８年 ７．６３
１９９９年 ７．６３
２０００年 ７．６１
２００１年 ７．６８
２００２年 ７．７１
２００３年 ７．５３
２００４年 ７．６８
２００５年 ７．６６
２００６年 ７．６２
２００７年 ７．５３
２００８年 ７．５７
２００９年 ７．５４
２０１０年 ７．６２
２０１１年 ７．６３
２０１２年 ７．５９
２０１３年 ７．６３

組 合 病棟数 夜勤人数（人） 平均日数（日）
全医労 ５９０ １４，０９８ ７．１１
全厚労 ３６９ ７，７５４ ７．６８
全日赤 ２１７ ５，２１６ ７．４５
健保労組 ４０ ９１３ ７．９０
全労災 ２４６ ６，２２１ ７．６９
国共病組 ３２ ７８９ ７．３７
公共労 １４ ３８６ ７．３９
公的病院 ６７ １，７１１ ７．５１
自治体 ３０５ ７，１９６ ８．０４
大学 １１９ ３，１３６ ８．２３
民医連・医療生協 ２７６ ５，６５９ ７．６２
地場一般病院 ９２ ２，１１１ ８．５３
地場精神病院 ３３ ６４５ ６．６３

合 計 ２，４００ ５５，８３５ ７．６３

Ⅱ‐４ 平均夜勤日数（３交替病棟）

組合性格別

実施資料■Ⅱ■３交替病棟

医 療 労 働２１
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60.4 60.7
67.3
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72.8 73.8

71.5
75.175.1

56.8

1997年 2007年 2009年2005年2003年 2011年 2013年1999年 2001年

準夜勤人数

（％）

準夜人数 病棟数 割合
１人 ３２ １．４％
２人 ５３５ ２３．５％
３人 １，１５５ ５０．７％
４人 ４２６ １８．７％
５人 ７８ ３．４％
６人 ２５ １．１％
７人 １６ ０．７％
８人 ４ ０．２％
９人 ３ ０．１％

１０人以上 ５ ０．２％
合計 ２，２７９ １００．０％

（％）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 ３人以上
１９９５年 １．４ ５７．２ ３５．５ ４．８ １．１ ４１．４
１９９６年 ０．５ ５５．１ ３７．２ ５．９ １．４ ４４．４
１９９７年 １．２ ４７．４ ４３．５ ６．３ １．６ ５１．４
１９９８年 １．２ ４２．０ ４８．９ ６．１ １．８ ５６．８
１９９９年 １．１ ４７．９ ４３．０ ６．３ １．７ ５１．０
２０００年 ０．３ ４８．１ ４３．５ ６．３ １．８ ５１．５
２００１年 ０．９ ４７．４ ４３．８ ６．４ １．４ ５１．７
２００２年 ０．２ ４４．４ ４６．０ ６．６ ２．８ ５５．４
２００３年 ０．４ ４９．３ ４２．１ ５．８ ２．４ ５０．３
２００４年 ０．７ ４３．６ ４６．７ ５．８ ３．３ ５５．７
２００５年 ０．６ ４５．８ ４４．９ ５．８ ３．０ ５３．６
２００６年 ０．２ ３９．４ ５１．４ ６．３ ２．８ ６０．４
２００７年 ０．４ ３８．９ ４８．７ ８．７ ３．４ ６０．７
２００８年 １．２ ３１．５ ５１．４ １１．９ ４．１ ６７．３
２００９年 ０．７ ２９．３ ５３．９ １２．７ ３．４ ７０．０
２０１０年 ０．８ ２６．４ ５３．６ １４．８ ４．４ ７２．８
２０１１年 １．４ ２４．８ ５３．４ １４．５ ５．９ ７３．８
２０１２年 １．９ ２６．６ ４９．０ １５．９ ６．６ ７１．５
２０１３年 １．４ ２３．５ ５０．７ １８．７ ５．７ ７５．１

Ⅱ‐５ 準夜勤の体制（３交替病棟）

準夜勤人数

実施資料■Ⅱ■３交替病棟

医 療 労 働２２
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36.9

43.7

35.0
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42.8 42.743.9 46.7 46.9 45.3

49.3 51.3

42.7

58.0
61.4

68.1 67.067.0
69.969.9

67.9

（％）

深夜人数 病棟数 割合
１人 ３２ １．４％
２人 ６５５ ２８．７％
３人 １，２２４ ５３．６％
４人 ２５７ １１．３％
５人 ６２ ２．７％
６人 ２３ １．０％
７人 １７ ０．７％
８人 ５ ０．２％
９人 ３ ０．１％

１０人以上 ４ ０．２％
合計 ２，２８２ １００．０％

（％）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 ３人以上
１９９５年 １．５ ６３．５ ３１．０ ３．３ ０．８ ３５．０
１９９６年 ０．６ ６２．５ ３１．５ ４．２ １．２ ３６．９
１９９７年 １．４ ５４．８ ３７．９ ４．８ １．１ ４３．７
１９９８年 １．３ ５２．３ ４０．５ ４．６ １．３ ４６．３
１９９９年 １．２ ５６．０ ３６．８ ４．７ １．２ ４２．８
２０００年 ０．３ ５５．７ ３８．５ ４．０ １．４ ４３．９
２００１年 ０．９ ５６．４ ３７．５ ４．０ １．２ ４２．７
２００２年 ０．２ ５３．２ ３９．８ ４．５ ２．４ ４６．７
２００３年 ０．４ ５６．９ ３７．１ ３．９ １．７ ４２．７
２００４年 ０．６ ５２．５ ４１．０ ３．３ ２．６ ４６．９
２００５年 ０．６ ５４．１ ３９．６ ３．４ ２．３ ４５．３
２００６年 ０．２ ５０．４ ４２．８ ４．１ ２．５ ４９．３
２００７年 ０．４ ４８．３ ４３．９ ４．６ ２．８ ５１．３
２００８年 １．２ ４０．８ ４７．９ ７．１ ３．０ ５８．０
２００９年 ０．７ ３７．９ ５１．７ ６．７ ３．０ ６１．４
２０１０年 ０．８ ３１．３ ５５．４ ９．０ ３．６ ６７．９
２０１１年 １．７ ３０．３ ５４．１ ８．４ ５．５ ６８．１
２０１２年 １．８ ３１．２ ５２．３ ９．２ ５．５ ６７．０
２０１３年 １．４ ２８．７ ５３．６ １１．３ ５．０ ６９．９

Ⅱ‐６ 深夜勤の体制（３交替病棟）

深夜勤人数

実施資料■Ⅱ■３交替病棟

医 療 労 働２３



40

35

30

25

20

15

（人）

1988年 1990年 1996年1994年 1998年 2006年2000年 2002年 2008年 2010年 2012年2004年1992年

50床当り看護職員数の経年推移

看護職員

看護要員

介護者・補助者に占める雇用形態別の割合

介護者の割合 ２．９６％
補助者の割合 ９．１２％
看護職員の臨時・パート ３．８８％
看護職員の派遣等 ０．０６％
介護士の臨時・パート ２８．２８％
介護士の派遣等 １．１３％
補助者の臨時・パート ６５．５３％
補助者の派遣等 １１．７２％

（人）

正職員 臨・パ 派遣等 小計 病棟数 病床数
看護職員 ６２，７５７ ２，５３５ ３７ ６５，３２９ ２，４００ １０４，６４１
介護者 １，５５５ ６２３ ２５ ２，２０３
補助者 １，５４１ ４，４３９ ７９４ ６，７７４

看護要員 ７４，３０６

（人）

５０床あたり看護職員 ３１．２
５０床あたり看護要員 ３５．５

（人）

年 度 看護職員 看護要員
１９８８年 １８．２ ２０．３
１９８９年 １８．８ １９．８
１９９０年 １９．１ ２１．２
１９９１年 １９．１ ２１．３
１９９２年 １９．６ ２１．９
１９９３年 ２０．５ ２２．８
１９９４年 ２２．７ ２５．２
１９９５年 ２１．６ ２３．９
１９９６年 ２２．６ ２４．７
１９９７年 ２３．３ ２５．５
１９９８年 ２３．２ ２５．３
１９９９年 ２２．９ ２５．２
２０００年 ２３．１ ２５．１
２００１年 ２２．８ ２５．１
２００２年 ２３．６ ２５．８
２００３年 ２３．４ ２５．８
２００４年 ２４．０ ２６．３
２００５年 ２３．７ ２６．０
２００６年 ２４．８ ２７．１
２００７年 ２６．３ ２８．７
２００８年 ２６．６ ２９．０
２００９年 ２７．５ ２９．７
２０１０年 ２９．５ ３２．５
２０１１年 ３０．１ ３３．９
２０１２年 ２９．５ ３３．５
２０１３年 ３１．２ ３５．５

Ⅱ‐７ 病棟５０床当り看護職員数・看護要員数（３交替病棟）

実施資料■Ⅱ■３交替病棟

医 療 労 働２４
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2.6
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2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

（％）

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年
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43.8

43.8
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59.5

52.453.951.0

63.4

65.5

35

40

45
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55
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65

70

40.5

（％）

２０００年 ５．４
２００１年 ５．９
２００２年 ５．８
２００３年 ６．６
２００４年 ２．７
２００５年 ２．６
２００６年 ２．３
２００７年 ２．４
２００８年 ３．１
２００９年 ３．５
２０１０年 ３．５
２０１１年 ３．９
２０１２年 ４．３
２０１３年 ３．９

（％）

２０００年 ４０．５
２００１年 ４４．１
２００２年 ４２．２
２００３年 ４３．７
２００４年 ４３．８
２００５年 ４３．８
２００６年 ４７．８
２００７年 ４７．９
２００８年 ５１．０
２００９年 ５３．９
２０１０年 ５２．４
２０１１年 ５９．５
２０１２年 ６３．４
２０１３年 ６５．５

（％）

２０００年 ８．０
２００１年 ９．０
２００２年 ８．４
２００３年 ９．２
２００４年 ９．０
２００５年 ８．７
２００６年 ８．３
２００７年 ８．５
２００８年 ８．３
２００９年 ７．５
２０１０年 ９．２
２０１１年 １１．３
２０１２年 １２．０
２０１３年 １２．１

Ⅱ‐８ 看護要員に占める介護者・補助者の割合（３交替病棟）

Ⅱ‐９ 看護職員に占める臨時・パートの割合（３交替病棟）

Ⅱ‐１０ 介護者・補助者に占める臨時・パートの割合（３交替病棟）

実施資料■Ⅱ■３交替病棟

医 療 労 働２５



病棟当り
ベッド数

５０床あたり （人）
施設数 病棟数 看護職員 介護職員 補助者 看護要員

全医労 ９８ ５９０ ４２．７ ３０．４ ２．１ ２．１ ３４．６
全厚労 ６７ ３６９ ４５．８ ２９．３ ０．９ ２．９ ３３．１
全日赤 ２２ ２１７ ３７．９ ３８．６ ０．２ ３．８ ４２．６
健保労組 ８ ４０ ４２．７ ３５．１ ２．９ ３８．０
全労災 ２８ ２４６ ４３．０ ３３．１ ０．０ ３．０ ３６．２
国共病組 ５ ３２ ３９．５ ３２．７ ０．３ ３．４ ３６．４
公共労 ３ １４ ５０．９ ３１．７ ３．０ ３４．７
公的病院 １０ ６７ ４７．９ ３１．４ ０．３ ３．７ ３５．４
自治体 ４２ ３０５ ４３．５ ３０．６ ０．１ ４．４ ３５．１
大学 ８ １１９ ４０．５ ３９．３ ３．４ ４２．７
民医連・医療生協 ７５ ２７６ ４５．１ ２８．６ ２．９ ３．３ ３４．９
地場一般病院 １５ ９２ ４７．９ ２８．５ ０．３ ５．６ ３４．４
地場精神病院 ７ ３３ ５７．８ １７．２ ０．５ ５．７ ２３．５
合計 ３８８ ２，４００ ４３．６ ３１．２ １．１ ３．２ ３５．５

平均
夜勤日数

看護要員
介護士

看護要員
補助者

看護師
臨時パート

看護師
派遣

介護士
臨時パート

介護士
派遣

補助者
臨時パート

補助者
派遣

全医労 ７．１１日 ６．０％ ６．０％ １．３％ ２６．６％ ０．９％ ８４．７％ ４．７％
全厚労 ７．６８日 ２．７％ ８．７％ ５．５％ ０．１％ ３０．７％ ５７．２％ ６．５％
全日赤 ７．４５日 ０．４％ ８．８％ １．３％ ５１．９％ １９．３％ ２４．６％
健保労組 ７．９０日 ７．７％ ３．９％ ３１．０％ ３３．０％
全労災 ７．６９日 ０．１％ ８．４％ １．７％ ０．０％ １００．０％ ６１．３％ ２７．３％
国共病組 ７．３７日 ０．９％ ９．２％ ４．２％ １．８％ １００．０％ ６１．２％ ３０．６％
公共労 ７．３９日 ８．７％ １．８％ １００．０％
公的病院 ７．５１日 ０．８％ １０．４％ ２．７％ ６１．２％ １５．６％
自治体 ８．０４日 ０．３％ １２．４％ ７．６％ ０．０％ ７２．４％ ６．９％ ９０．８％ ６．５％
大学 ８．２３日 ７．９％ ０．８％ ５９．４％ ２７．７％
民医連・医療生協 ７．６２日 ８．４％ ９．６％ ９．０％ ０．０％ ２８．１％ ７７．４％ ４．２％
地場一般病院 ８．５３日 ０．８％ １６．４％ ４．７％ ３９．１％ ３４．７％ ６．４％
地場精神病院 ６．６３日 ２．１％ ２４．５％ ７．５％ ０．５％ ５．３％ ７０．３％ １２．３％
合計 ７．６３日 ３．０％ ９．１％ ３．９％ ０．１％ ２８．３％ １．１％ ６５．５％ １１．７％

Ⅱ‐１１ 組合性格別基本データ（３交替病棟）

実施資料■Ⅱ■３交替病棟

医 療 労 働２６



2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

3.5回～4回 4.5回～5回 5.5回以上３回以内

100 20 30 40 50 60  70 80 90 100
（％）

（人） （％）

３回以内３．５～４回４．５～５回５．５回以上 計 ３回以内３．５～４回４．５～５回５．５回以上 ４回以内
２００４年 １，０２６ １，４０９ ６２８ １９９ ３，２６２ ２００４年 ３１．５ ４３．２ １９．３ ６．１ ７４．６
２００５年 １，０４４ １，４７３ ６２３ １９９ ３，３３９ ２００５年 ３１．３ ４４．１ １８．７ ６．０ ７５．４
２００６年 １，２６１ ２，１３８ ９０２ ２２７ ４，５２８ ２００６年 ２７．８ ４７．２ １９．９ ５．０ ７５．１
２００７年 １，４５３ ２，８６４ １，１１５ １９９ ５，６３１ ２００７年 ２５．８ ５０．９ １９．８ ３．５ ７６．７
２００８年 ２，７５３ ３，８０７ ２，１８７ ７５４ ９，５０１ ２００８年 ２９．０ ４０．１ ２３．０ ７．９ ６９．０
２００９年 ２，７７１ ４，３６１ ２，０９９ ６０５ ９，８３６ ２００９年 ２８．２ ４４．３ ２１．３ ６．２ ７２．５
２０１０年 ４，１３９ ６，２８４ ４，１０６ １，１３５ １５，６６４ ２０１０年 ２６．４ ４０．１ ２６．２ ７．２ ６６．５
２０１１年 ３，８２８ ５，６０３ ２，９７８ １，１６５ １３，５７４ ２０１１年 ２８．２ ４１．３ ２１．９ ８．６ ６９．５
２０１２年 ５，３２４ ７，６８７ ４，１５３ １，７３８ １８，９０２ ２０１２年 ２８．２ ４０．７ ２２．０ ９．２ ６８．８
２０１３年 ５，５０８ ８，２７９ ５，０９１ ２，２４２ ２１，１２０ ２０１３年 ２６．１ ３９．２ ２４．１ １０．６ ６５．３

Ⅲ‐１ 夜勤回数別の人数と割合（２交替病棟）

実施資料■Ⅲ■２交替病棟

医 療 労 働２７
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4,500

3,500

3,000

2,500
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1,000
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0
０回～2.5回

7対1 その他10対1 ICU等 15対1 13対1
３～3.5回 4回 4.5～5回 5.5～6回 ６回～

7対1

ICU等その他

10対1

15対1

13対1

（人）

病棟数 ２回迄 ２．５回 ３回 ３．５回 ４回 ４．５回 ５回 ５．５回 ６回 ６．５
回以上 合計 最多夜

勤回数
夜勤
専門

ＩＣＵ等 ８１ １１０ １３ ２０１ ６３ ４７９ ９２ ３８８ ７０ ２２８ ２６３ １，９０７１３．０回 １９人
７対１ ５５３ １，４７５ １３８ １，６４５ ５６８ ４，０６２ ８６３ ２，３３６ ３７７ ５０７ ２６４１２，２３５１４．０回 ７８人
１０対１ １２３ ２５２ ２１ ３５１ １２５ ９８４ １５３ ３２５ ８３ ６８ ２３ ２，３８５１０．０回 １８人
１３対１ ２１ ２５ ５ ３７ １３ １３９ ２１ ５１ １ ４ ５ ３０１ ８．０回 ９人
１５対１ ３２ ３９ ９ ５２ ３４ ２１８ ２８ １０２ １４ １２ ５ ５１３ ８．０回 ４人
その他 ８４ １４３ ２６ ３１８ ７９ ４９２ ９２ ２４０ ５３ １１８ ３６ １，５９７１０．０回 １３人
合計 ８９４ ２，０４４ ２１２ ２，６０４ ８８２ ６，３７４ １，２４９ ３，４４２ ５９８ ９３７ ５９６１８，９３８

２回迄 ２．５回 ３回 ３．５回 ４回 ４．５回 ５回 ５．５回 ６回 ６．５
回以上

４．５
回以上

ＩＣＵ等 ５．８％ ０．７％１０．５％ ３．３％２５．１％ ４．８％２０．３％ ３．７％１２．０％１３．８％ ５４．６％
７対１ １２．１％ １．１％１３．４％ ４．６％３３．２％ ７．１％１９．１％ ３．１％ ４．１％ ２．２％ ３５．５％
１０対１ １０．６％ ０．９％１４．７％ ５．２％４１．３％ ６．４％１３．６％ ３．５％ ２．９％ １．０％ ２７．３％
１３対１ ８．３％ １．７％１２．３％ ４．３％４６．２％ ７．０％１６．９％ ０．３％ １．３％ １．７％ ２７．２％
１５対１ ７．６％ １．８％１０．１％ ６．６％４２．５％ ５．５％１９．９％ ２．７％ ２．３％ １．０％ ３１．４％
その他 ９．０％ １．６％１９．９％ ４．９％３０．８％ ５．８％１５．０％ ３．３％ ７．４％ ２．３％ ３３．８％
合計 １０．８％ １．１％１３．８％ ４．７％３３．７％ ６．６％１８．２％ ３．２％ ４．９％ ３．１％ ３６．０％

Ⅲ‐２ 夜勤日数別の人数と割合（２交替病棟） 入院基本料別

実施資料■Ⅲ■２交替病棟

医 療 労 働２８



地場精神病院

地場一般病院

民医連・医療生協

大学

自治体

公的病院

国共病組

健保労組

全日赤

全厚労

全医労

3.5回～4回 4.5回～5回 5.5回以上3回以内

100 20 30 40 50 60  70 80 90 100
（％）

病棟数 ３回以内 ３．５～４回 ４．５～５回 ５．５回以上 ４回以内
全医労 ２２９ ３３．３％ ５６．７％ ９．８％ ０．３％ ９０．０％
全厚労 ２４６ ２６．４％ ３２．１％ ２８．８％ １２．７％ ５８．５％
全日赤 １０６ ２３．８％ ４１．３％ ２８．８％ ６．１％ ６５．１％
健保労組 ２０ ２８．３％ ４４．０％ ２３．８％ ４．０％ ７２．３％
国共病組 ８ １０．４％ ４５．５％ ３４．３％ ９．７％ ５６．０％
公的病院 １４ ３９．９％ ３９．３％ １８．２％ ２．６％ ７９．２％
自治体 ３６ １２．６％ ４２．４％ ３３．６％ １１．３％ ５５．０％
大学 １４０ ２０．３％ ２４．９％ ３２．８％ ２２．０％ ４５．２％
民医連・医療生協 １１３ ２２．７％ ４０．７％ ２８．３％ ８．３％ ６３．４％
地場一般病院 ７５ ２４．４％ ２０．３％ ２６．２％ ２９．１％ ４４．７％
地場精神病院 １４ １４．１％ ４１．６％ ２１．６％ ２２．７％ ５５．７％

合 計 １，００１ ２６．１％ ３９．２％ ２４．１％ １０．６％ ６５．３％

Ⅲ‐３ 夜勤日数別の人数と割合（２交替病棟） 組合性格別

実施資料■Ⅲ■２交替病棟

医 療 労 働２９



4.6

4.4

4.2

4.0

3.8

3.6

3.4

4.51

4.26
4.27

3.95

3.92

3.97

3.80

3.87
3.91

3.89

3.863.86

4.03

4.01

4.19

4.104.10

3.78

3.81

2001年

（回）

1999年 2003年 2005年 2007年 2009年 2011年 2013年1997年

組 合 病棟数 夜勤人数（人） 平均回数（回）
全医労 ２２９ ５，５０９ ３．６０
全厚労 ２４６ ４，３６４ ４．０７
全日赤 １０６ ２，７４９ ４．００
健保労組 ２０ ４００ ３．８５
国共病組 ８ １３４ ４．２９
公的病院 １４ ３４６ ３．６６
自治体 ３６ ４６７ ４．３１
大学 １４０ ３，６４６ ４．４２
民医連・医療生協 １１３ １，９１３ ４．０７
地場一般病院 ７５ １，４０７ ４．４５
地場精神病院 １４ １８５ ４．４１

合 計 １，００１ ２１，１２０ ４．１０

（回）

１９９７年 ４．２７
１９９８年 ４．５１
１９９９年 ４．２６
２０００年 ３．９５
２００１年 ３．９２
２００２年 ３．９７
２００３年 ３．７８
２００４年 ３．８１
２００５年 ３．８０
２００６年 ３．８７
２００７年 ３．８６
２００８年 ３．９１
２００９年 ３．８９
２０１０年 ４．１９
２０１１年 ４．０３
２０１２年 ４．０１
２０１３年 ４．１０

Ⅲ‐４ 平均夜勤回数（２交替病棟）

組合性格別

実施資料■Ⅲ■２交替病棟

医 療 労 働３０
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70
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0

34.2

47.2

33.7

2人

3人

1人1人
３人
５人以上

２人
４人
３人以上

3人以上

55.6 56.4
58.2 58.3

74.2

67.4
68.8

2.32.3

5.05.0

3.13.1 2.92.9 2.12.1

7.57.5

12.112.1

12.17.1
7.67.6

4.64.6

2003年 2005年 2008年2007年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年2006年

夜勤人数
（％）

夜勤人数 病棟数 割合
１人 １４ ７．１％
２人 ３７ １８．７％
３人 １０９ ５５．１％
４人 ２４ １２．１％
５人 ７ ３．５％
６人 ３ １．５％
７人 ４ ２．０％
合計 １９８ １００．０％

（％）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 ３人以上
２００３年 ５．０ ６０．９ ２４．８ ６．２ ３．１ ３４．２
２００５年 ３．１ ６３．２ ２４．５ ６．１ ３．１ ３３．７
２００６年 ２．３ ５０．５ ４０．２ ５．１ １．９ ４７．２
２００７年 ２．９ ４１．６ ４２．８ ８．２ ４．５ ５５．６
２００８年 ２．１ ４１．５ ４０．０ ７．５ ９．０ ５６．４
２００９年 ７．５ ３４．３ ４３．２ １２．６ ２．４ ５８．２
２０１０年 ４．６ ２６．６ ４７．３ １６．２ ５．３ ６８．８
２０１１年 ７．６ ２５．０ ４８．９ ９．２ ９．２ ６７．４
２０１２年 １２．１ ２９．５ ４３．９ １２．１ ２．３ ５８．３
２０１３年 ７．１ １８．７ ５５．１ １２．１ ７．１ ７４．２

Ⅲ‐５ 夜勤の体制（２交替病棟）

夜勤人数

実施資料■Ⅲ■２交替病棟

医 療 労 働３１



40

35

30

25

20

15
1999年 2001年 2003年 2005年 2007年 2009年

（人）

2011年 2013年1997年

50床当り看護職員数の経年推移

看護職員

看護要員

介護者の割合 ４．９４％
補助者の割合 ８．３３％
看護職員の臨時・パート ６．２２％
看護職員の派遣等 ０．０６％
介護師の臨時・パート ２０．６３％
介護師の派遣等 ０．７８％
補助者の臨時・パート ５１．１９％
補助者の派遣等 １２．８９％

（人）

正職員 臨・パ 派遣等 小計 病棟数 病床数
看護職員 ２５，４１８ １，６８６ １６ ２７，１２０ １，００１ ４２，９４８
介護者 １，２１５ ３１９ １２ １，５４６
補助者 ９３６ １，３３４ ３３６ ２，６０６

看護要員 ３１，２７２

（人）

５０床あたり看護職員 ３１．６
５０床あたり看護要員 ３６．４

（人）

年 度 看護職員 看護要員
１９９７年 １７．１ ２１．５
１９９８年 １８．３ ２３．７
１９９９年 １７．９ ２３．２
２０００年 １８．１ ２３．１
２００１年 １９．３ ２４．２
２００２年 １８．４ ２４．１
２００３年 １８．９ ２５．０
２００４年 １８．５ ２５．４
２００５年 １８．３ ２５．２
２００６年 ２１．０ ２６．５
２００７年 ２４．６ ２８．５
２００８年 ２４．４ ２８．５
２００９年 ２５．３ ２９．１
２０１０年 ２６．５ ３１．７
２０１１年 ２７．５ ３２．９
２０１２年 ２９．８ ３５．３
２０１３年 ３１．６ ３６．４

Ⅲ‐６ 病棟５０床当り看護職員数・看護要員数（２交替病棟）

介護者・補助者に占める雇用形態別の割合

実施資料■Ⅲ■２交替病棟

医 療 労 働３２
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20.9
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14.4
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2000年
0

1

2

3

4

5

6
5.9

4.9

6.36.1
5.8

4.5

3.7

3.4

3.6

2.5
2.9

4.1

5.0
5.3

7

2002年 2004年 2006年 2008年 2010年 2012年

（％）

10

15

20

25

30

35

40

45

50

21.1

25.3 26.2 26.5

20.1

20.3

28.6

34.4

32.6

36.9
38.1 38.4

2000年 2002年 2004年 2006年 2008年 2010年 2012年

40.7

48.2
（％）

（％）

１９９９年 ２２．５
２０００年 ２１．７
２００１年 ２０．４
２００２年 ２３．７
２００３年 ２４．５
２００４年 ２７．１
２００５年 ２７．１
２００６年 ２０．９
２００７年 １３．８
２００８年 １４．４
２００９年 １３．３
２０１０年 １６．６
２０１１年 １６．４
２０１２年 １５．３
２０１３年 １３．３

（％）

２０００年 ５．９
２００１年 ６．１
２００２年 ５．８
２００３年 ４．５
２００４年 ３．７
２００５年 ３．４
２００６年 ３．６
２００７年 ２．５
２００８年 ２．９
２００９年 ４．１
２０１０年 ５．０
２０１１年 ５．３
２０１２年 ４．９
２０１３年 ６．３

（％）

２０００年 ２１．１
２００１年 ２５．３
２００２年 ２６．２
２００３年 ２６．５
２００４年 ２０．１
２００５年 ２０．３
２００６年 ２８．６
２００７年 ３４．４
２００８年 ３２．６
２００９年 ３６．９
２０１０年 ３８．１
２０１１年 ３８．４
２０１２年 ４０．７
２０１３年 ４８．２

Ⅲ‐７ 看護要員に占める介護者・補助者の割合（２交替病棟）

Ⅲ‐８ 看護職員に占める臨時・パートの割合（２交替病棟）

Ⅲ‐９ 介護者・補助者に占める臨時・パートの割合（２交替病棟）

実施資料■Ⅲ■２交替病棟

医 療 労 働３３



平均
夜勤日数

看護要員
介護士

看護要員
補助者

看護師
臨時パート

看護師
派遣

介護士
臨時パート

介護士
派遣

補助者
臨時パート

補助者
派遣

全医労 ３．６０日 ３．１％ ７．３％ １．３％ １８．３％ ８８．９％ ３．３％
全厚労 ４．０７日 ５．６％ ９．３％ ７．０％ ０．２％ ３１．１％ ０．５％ ４９．４％ ７．５％
全日赤 ４．００日 １．２％ ９．１％ １．５％ ２４．４％ ２７．６％ ２７．６％
全労災 ３．８５日 ９．２％ ５．５％ ２３．５％ ４７．１％
国共病組 ４．２９日 １１．６％ ９．５％ １．３％ ２．０％ ５０．０％ ８８．９％ １１．１％
公的病院 ３．６６日 ９．９％ １．６％ ８．１％ １３．６％ ４２．９％ ２８．６％
自治体 ４．３１日 ３．３％ ７．６％ ６．８％ ６１．１％ ９４．０％ １．２％
大学 ４．４２日 ７．５％ １２．６％ ３７．６％ ３１．０％
民医連・医療生協 ４．０７日 １５．３％ ６．８％ １２．３％ ０．１％ １９．３％ ６４．７％ ９．６％
地場一般病院 ４．４５日 １０．３％ １０．１％ ５．０％ ４．８％ ２０．４％ ４．５％
地場精神病院 ４．４１日 ６．７％ ２６．３％ ５．０％ １．４％

合 計 ４．１０日 ４．９％ ８．３％ ６．２％ ０．１％ ２０．６％ ０．８％ ５１．２％ １２．９％

（人）

施設数 病棟数 ベッド数 看護職員 介護職員 補助者 看護要員
全医労 ５３ ２２９ ４３．２ ３２．０ １．１ ２．６ ３５．７
全厚労 ５０ ２４６ ４３．１ ３０．８ ２．０ ３．４ ３６．２
全日赤 ２０ １０６ ４２．３ ３５．０ ０．５ ３．６ ３９．０
健保労組 ４ ２０ ５２．５ ３２．１ ３．２ ３５．４
国共病組 ４ ８ ３４．１ ２７．５ ４．０ ３．３ ３４．８
公的病院 ４ １４ ５０．２ ２８．０ ３．１ ０．５ ３１．６
自治体 １５ ３６ ３４．４ ３９．３ １．５ ３．４ ４４．１
大学 ７ １４０ ４１．２ ３７．５ ３．０ ４０．５
民医連・医療生協 ４６ １１３ ４１．３ ２６．９ ５．３ ２．３ ３４．６
地場一般病院 １３ ７５ ４３．３ ２９．６ ３．８ ３．８ ３７．２
地場精神病院 ３ １４ ７４．４ ８．７ ０．９ ３．４ １３．０

合 計 ２１９ １，００１ ４２．９ ３１．６ １．８ ３．０ ３６．４

看護職員
看護要員

夜勤専門看護師
（％は対看護職員）性格 病棟数 ベッド数 正職員 臨時・パート 派遣等 看護師計

!３交替 ２，０９７ ９１，３７６ ５４，４１９ ２，００４ ２９ ５６，４５２ ６４，２６０ １１５ ０．２０％
"変則３交替 １１３ ５，２７０ ２，９３８ ２１７ ４ ３，１５９ ３，６４９ ２２ ０．７０％

!と"の合計 ２，２１０ ９６，６４６ ５９，６１１ ６７，９０９ １３７
割合 ６８．７％ ６９．１％ ６８．６％ ６８．５％ ０．２％

#混合（３交替・２交替） １９０ ７，９９５ ５，４００ ３１４ ４ ５，７１８ ６，３９７ ６４ １．１２％
割合 ５．９％ ５．７％ ６．６％ ６．５％ １．１％

$２交替（拘束１６時間未満） ３２９ １４，２９７ ８，７２０ ３３１ ９，０５１ １０，３１７ １５ ０．１７％
%２交替（拘束１６時間以上） ４８１ ２０，６３１ １１，２６７ １，０４１ １２ １２，３２０ １４，５２６ ７８ ０．６３％

$と%の合計 ８１０ ３４，９２８ ２１，３７１ ２４，８４３ ９３
割合 ２５．２％ ２５．０％ ２４．６％ ２５．１％ ０．４％

&当直と２交替 １ ２５ ３１ ３１
'当直 ６ ２１６ ０ １０４

合計 ３，２１７ １３９，８１０ ５，４３１ ３１４ ４ ８６，８３５ ９９，１４９ ２９４ ０．３４％

Ⅲ‐１０ 組合性格別基本データ（２交替病棟）

Ⅲ‐１１ 夜勤形態別の病棟数・ベッド数・看護職員数・看護要員数・夜勤専門看護職員数

実施資料■Ⅲ■２交替病棟

医 療 労 働３４



2交替病棟の経年推移

76.3 23.7

3交替 2交替

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
93.5

92.3

92.6

91.5

91.7

91.5

91.7

88.7

87.5

83.3

82.4

74.5

6.5

7.7

7.4

8.5

8.3

8.5

8.3

11.3

12.5

16.7

17.6

25.5

2011年

2012年

2013年

2010年

2009年

2008年

2007年

2006年

2005年

2004年

2003年

2002年

2001年

2000年

1999年

72.0 28.0

70.6 29.4

40.6 59.4

16時間未満 16時間以上２交替制の16時間以上の割合
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

２交替看護職員の経年推移
30

25

20

15

10

5

0
2000年 2003年

看護職員

病棟
病床

2006年 2009年 2012年

（%）

１６時間未満１６時間以上
病棟数 ３２９ ４８１
割合 ４０．６％ ５９．４％

（％）

３交替 ２交替
１９９９年 ９３．５ ６．５
２０００年 ９２．３ ７．７
２００１年 ９２．６ ７．４
２００２年 ９１．５ ８．５
２００３年 ９１．７ ８．３
２００４年 ９１．５ ８．５
２００５年 ９１．７ ８．３
２００６年 ８８．７ １１．３
２００７年 ８７．５ １２．５
２００８年 ８３．３ １６．７
２００９年 ８２．４ １７．６
２０１０年 ７４．５ ２５．５
２０１１年 ７６．３ ２３．７
２０１２年 ７２．０ ２８．０
２０１３年 ７０．６ ２９．４

（％）

病棟 病床 看護職員
１９９９年 ６．５ ６．７ ５．３
２０００年 ７．７ ７．８ ６．２
２００１年 ７．４ ７．３ ６．２
２００２年 ８．５ ８．６ ６．８
２００３年 ８．３ ８．２ ６．７
２００４年 ８．５ ８．６ ６．８
２００５年 ８．３ ８．５ ６．７
２００６年 １１．３ １１．１ ９．５
２００７年 １２．５ １２．２ １１．５
２００８年 １６．７ １６．３ １５．１
２００９年 １７．６ １７．３ １６．１
２０１０年 ２５．５ ２３．３ ２１．４
２０１１年 ２３．７ ２３．６ ２２．０
２０１２年 ２８．０ ２７．５ ２７．７
２０１３年 ２９．４ ２９．１ ２９．３

Ⅳ‐１ 3交替病棟と2交替病棟の割合

２交替制の１６時間以上の割合

２交替看護職員の経年推移

実施資料■!■３交替病棟と２交替病棟の比較

医 療 労 働３５



3交替
2交替

人 /50床

50床あたりの看護職員
35

30

25

20

15

10

23.3 23.2 22.923.1 19.3

22.8
23.6

23.4

24.0 23.7

24.8
26.3 26.6

27.5
29.5 30.1 29.5

31.2

31.6

29.8
27.5

26.5
25.324.424.6

21.0

18.3

18.5

18.918.418.117.918.3
17.1

1997年 1999年 2001年 2003年 2005年 2007年 2009年 2011年 2013年

1997年
10

15
3交替

人 /50床

50床あたりの看護要員

2交替

20

25

30

35

40

1999年 2001年 2003年

21.5
23.723.2 23.1

24.2 24.1 25.0
25.4 25.2 26.5

28.5 28.5 29.1
31.7

32.9

33.9
35.3 36.4

33.5
35.5

32.5
29.729.028.7

27.1
26.026.325.825.825.125.125.225.325.5

2005年 2007年 2009年 2011年 2013年

（人）

看護職員 ３交替 ２交替
１９９７年 ２３．３ １７．１
１９９８年 ２３．２ １８．３
１９９９年 ２２．９ １７．９
２０００年 ２３．１ １８．１
２００１年 ２２．８ １９．３
２００２年 ２３．６ １８．４
２００３年 ２３．４ １８．９
２００４年 ２４．０ １８．５
２００５年 ２３．７ １８．３
２００６年 ２４．８ ２１．０
２００７年 ２６．３ ２４．６
２００８年 ２６．６ ２４．４
２００９年 ２７．５ ２５．３
２０１０年 ２９．５ ２６．５
２０１１年 ３０．１ ２７．５
２０１２年 ２９．５ ２９．８
２０１３年 ３１．２ ３１．６

（人）

看護要員 ３交替 ２交替
１９９７年 ２５．５ ２１．５
１９９８年 ２５．３ ２３．７
１９９９年 ２５．２ ２３．２
２０００年 ２５．１ ２３．１
２００１年 ２５．１ ２４．２
２００２年 ２５．８ ２４．１
２００３年 ２５．８ ２５．０
２００４年 ２６．３ ２５．４
２００５年 ２６．０ ２５．２
２００６年 ２７．１ ２６．５
２００７年 ２８．７ ２８．５
２００８年 ２９．０ ２８．５
２００９年 ２９．７ ２９．１
２０１０年 ３２．５ ３１．７
２０１１年 ３３．９ ３２．９
２０１２年 ３３．５ ３５．３
２０１３年 ３５．５ ３６．４

Ⅳ‐２ 病棟５０床当りの職員数（3交替病棟と2交替病棟の比較）

実施資料■!■３交替病棟と２交替病棟の比較

医 療 労 働３６



3交替

全医労

全厚労

全日赤

健保労組

全労災

国共病組

公共労

公的病院

自治体

大学

地場精神病院

地場一般病院

民医連・医療生協

72.0 28.0

60.0 40.0

67.2 32.8

33.3

20.0

66.7

100.0

80.0

100.0

82.7 17.3

89.4 10.6

45.9 54.1

71.0 29.0

55.1 44.9

70.2 29.8

0 20 40 60 80 100

2交替

（％）

３交替 ２交替 合計 ３交替 ２交替
全医労 ５９０ ２２９ ８１９ ７２．０％ ２８．０％
全厚労 ３６９ ２４６ ６１５ ６０．０％ ４０．０％
全日赤 ２１７ １０６ ３２３ ６７．２％ ３２．８％
健保労組 ４０ ２０ ６０ ６６．７％ ３３．３％
全労災 ２４６ ０ ２４６ １００．０％ ０．０％
国共病組 ３２ ８ ４０ ８０．０％ ２０．０％
公共労 １４ ０ １４ １００．０％ ０．０％
公的病院 ６７ １４ ８１ ８２．７％ １７．３％
自治体 ３０５ ３６ ３４１ ８９．４％ １０．６％
大学 １１９ １４０ ２５９ ４５．９％ ５４．１％
民医連・医療生協 ２７６ １１３ ３８９ ７１．０％ ２９．０％
地場一般病院 ９２ ７５ １６７ ５５．１％ ４４．９％
地場精神病院 ３３ １４ ４７ ７０．２％ ２９．８％

合計 ２，４００ １，００１ ３，４０１ ７０．６％ ２９．４％

Ⅳ‐３ 3交替病棟と2交替病棟の割合 組合性格別

病棟数

実施資料■!■３交替病棟と２交替病棟の比較

医 療 労 働３７



3交替

0

1～9床 80.3 19.7

69.3 30.7

65.4 34.6

66.5 33.5

68.8 31.2

71.3 28.7

78.4 21.6

79.5 20.5

10～19床

20～29床

30～39床

40～49床

50～59床

60～69床

70床以上

20 40 60 80 100

2交替
（％）

13.2%

35.8% 51.0%

病床数 ３交替 ２交替 合計 ３交替 ２交替
１～９床 １１０ ２７ １３７ ８０．３％ １９．７％
１０～１９床 ８８ ３９ １２７ ６９．３％ ３０．７％
２０～２９床 １０４ ５５ １５９ ６５．４％ ３４．６％
３０～３９床 １８９ ９５ ２８４ ６６．５％ ３３．５％
４０～４９床 ７２９ ３３０ １，０５９ ６８．８％ ３１．２％
５０～５９床 ８４９ ３４１ １，１９０ ７１．３％ ２８．７％
６０～６９床 ２２２ ６１ ２８３ ７８．４％ ２１．６％
７０床以上 ３１ ８ ３９ ７９．５％ ２０．５％

施設数
施設数
割合

病棟数 病棟数
割合３交替 ２交替 混合

３交替制のみの施設（夜勤の形態!"） ２２８ ５１．０％ １，４８８ ０ ０ ４６．３％
２交替制のみの施設（夜勤の形態#$） ５９ １３．２％ ０ ３３８ ０ １０．５％
混合施設（夜勤の形態!～%の混合） １６０ ３５．８％ ７２２ ４７２ １９１ ４３．１％

合 計 ４４７ １００．０％ ２，２１０ ８１０ １９１ １００．０％

Ⅳ‐４ 3交替病棟と2交替病棟の割合 病床数による比較

病棟数

3交替‐2交替 病床数分類

Ⅳ‐５ 3交替病棟と2交替病棟の施設

実施資料■!■３交替病棟と２交替病棟の比較

医 療 労 働３８



0 20 40 60 80 100（％）

２交替

３交替

61.9％9.1％ 13.8％ 9.4％3.6％

54.3％12.5％ 20.9％

2.3％

3.1％

5.2％4.1％

7対1ICU等 その他10対1

10対1

15対113対1

7対1

7対1

病棟数
３交替 ２交替 ３交替 ２交替

入
院
基
本
料

ＩＣＵ等 ２６５ ８１ １２．５％ ９．１％
７対１ １，１５５ ５５３ ５４．３％ ６１．９％
１０対１ ４４４ １２３ ２０．９％ １３．８％
１３対１ ６６ ２１ ３．１％ ２．３％
１５対１ ８７ ３２ ４．１％ ３．６％
その他 １１１ ８４ ５．２％ ９．４％
合計 ２，１２８ ８９４ １００．０％ １００．０％

Ⅳ‐６ 3交替・2交替別入院基本料（病棟）

実施資料■!■３交替病棟と２交替病棟の比較

医 療 労 働３９



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

看護要員 看護職員 （人）
夜勤形態 職場数 割合 正職員 臨・パ 派遣等 合計

!３交替 ４７３０．３％ １，６６９ １，１８８ ３５７ ２５ １，５７０
"変則３交替 ５ ３．２％ ２９１ ２１７ ５０ ２６７
#混合（３交替・２交替） ８ ５．２％ ２５２ １６５ ７１ ２３６
$２交替（拘束１６時間未満） １８１１．６％ １，０１７ ５８０ ３１６ ８９６
%２交替（拘束１６時間以上） ３７２３．９％ １，３１４ ７０５ ４２１ １，１２６
&当直・２交替 ５ ３．２％ ２０９ １１５ ５９ １７４
'当直 ３５２２．６％ １，０８７ ５９６ ３６３ ９５９
合計 １５５１００．０％ ５，８３９ ３，５６６ １，６３７ ２５ ５，２２８

Ｄ÷Ａ Ｇ÷Ａ Ｊ÷Ａ
（Ｂ＋Ｃ）
÷Ｄ

（Ｅ＋Ｆ）
÷Ｇ

（Ｈ＋Ｉ）
÷Ｊ

Ｋ÷Ｄ Ｌ÷Ｇ Ｍ÷Ｊ
夜勤形態

!３交替 ９４．１％ ０．２％ ５．８％ ２４．３％ ３３．３％ ７８．１％ ４０．７％
"変則３交替 ９１．８％ ８．２％ １８．７％ １００．０％ ３６．３％
#混合（３交替・２交替） ９３．７％ ６．３％ ３０．１％ ６８．８％ ４３．２％
$２交替（拘束１６時間未満） ８８．１％ １１．９％ ３５．３％ ８４．３％ ２１．４％
%２交替（拘束１６時間以上） ８５．７％ １４．３％ ３７．４％ ９９．５％ ３１．３％
&当直・２交替 ８３．３％ １６．７％ ３３．９％ ９７．１％ ２．３％
'当直 ８８．２％ ０．６％ １１．２％ ３７．９％ ６６．７％ ８０．３％ ２３．１％
合計 ８９．５％ ０．２％ １０．３％ ３１．８％ ５５．６％ ８８．２％ ３０．８％２１１．１％

日数 人数 割合
６日以内 ４１２ ５２．０％
７日 １０６ １３．４％
８日 １４１ １７．８％
９日 ５３ ６．７％

１０日以上 ８０ １０．１％
８日以内 ６５９ ８３．２％
合計 ７９２ １００．０％

日数 人数 割合
６日以内 １３０ ９５．６％
７日 １ ０．７％
８日 １ ０．７％
９日

１０日以上 ４ ２．９％
８日以内 １３２ ９７．１％
合計 １３６ １００．０％

日数 人数 割合 回数 人数 割合
６日以内 ７４ ５９．７％ ３回以内 ２４ ６１．５％
７日 ９ ７．３％ ３．５～４回 ３ ７．７％
８日 １４ １１．３％ ４．５～５回 ５ １２．８％
９日 １１ ８．９％ ５．５回以上 ７ １７．９％

１０日以上 １６ １２．９％ ４回以内 ２７ ６９．２％
８日以内 ９７ ７８．２％ 合計 ３９ １００．０％
合計 １２４ １００．０％

回数 人数 割合
３回以内 ２３９ ７６．８％
３．５～４回 ６８ ２１．９％
４．５～５回 ２ ０．６％
５．５回以上 ２ ０．６％
４回以内 ３０７ ９８．７％
合計 ３１１ １００．０％

日数 人数 割合
３回以内 ３９９ ６９．５％
３．５～４回 １０９ １９．０％
４．５～５回 ２５ ４．４％
５．５回以上 ４１ ７．１％
４回以内 ５０８ ８８．５％
合計 ５７４ １００．０％

回数 人数 割合
３回以内 ５０ ７３．５％
３．５～４回 ８ １１．８％
４．５～５回 １ １．５％
５．５回以上 ９ １３．２％
４回以内 ５８ ８５．３％
合計 ６８ １００．０％

回数 人数 割合
３回以内 １５２ ４６．９％
３．５～４回 ８８ ２７．２％
４．５～５回 ２０ ６．２％
５．５回以上 ６４ １９．８％
４回以内 ２４０ ７４．１％
合計 ３２４ １００．０％

Ⅴ‐１ 外来の夜勤形態

Ⅴ‐２ 外来夜勤日数別の人数と割合
"変則３交替 #混合（３交替・２交替など）!３交替

$２交替（拘束１６時間未満）%２交替（拘束１６時間以上） &当直・２交替 '当直

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ
介護職員 補助者など 夜勤

看護
夜勤
介護

夜勤
補助者夜勤形態 正職員 臨・パ 派遣等 合計 正職員 臨・パ 派遣等 合計

!３交替 ２ １ ３ ２１ ６４ １１ ９６ ６３９
"変則３交替 １２ １２ ２４ ９７
#混合（３交替・２交替） ５ １１ １６ １０２
$２交替（拘束１６時間未満） １９ １０２ １２１ １９２
%２交替（拘束１６時間以上） １ １７９ ８ １８８ ３５２ １９
&当直・２交替 １ １０ ２４ ３５ ４
'当直 ２ ４ ６ ２４ ９３ ５ １２２ ２２２
合計 ４ ５ ９ ７１ ４７１ ６０ ６０２ １，６０８ １９

（人）

実施資料■Ⅴ■外来・その他

医 療 労 働４０



職場数 夜勤人数 平均回数
!３交替 ４７ ７９２ ６．４２
"変則３交替 ５ １３６ ４．５１
#混合（３交替・２交替） ８ １６３ ５．５７
$２交替（拘束１６時間未満） １８ ３１１ ２．７０
%２交替（拘束１６時間以上） ３７ ５７４ ３．０７
&当直・２交替 ５ ６８ ３．７３
'当直 ３５ ３２４ ３．８３

深夜勤務人数
１人 ２人 ３人 ４人 合計
１８ ２１ ５ ４ ３０

６０．０％ ７０．０％ １６．７％ １３．３％

準夜勤務人数
１人 ２人 ３人 ４人 ５人 合計
１３ １９ ９ ５ ３ ４９

２６．５％ ３８．８％ １８．４％ １０．２％ ６．１％

夜勤人数
１人 ２人 ３人 ４人 １０人以上 合計
２０ １７ ７ ２ ５ ５１

３９．２％ ３３．３％ １３．７％ ３．９％ ９．８％

当直人数
１人 ２人 ３人 ４人 １０人以上 合計
１９ １０ １ １ ２ ３３

５７．６％ ３０．３％ ３．０％ ３．０％ ６．１％

夜勤形態 職場数 割合
!３交替 ９ ２２．０％
"変則３交替 ３ ７．３％
#混合（３交替・２交替） ２ ４．９％
$２交替（拘束１６時間未満） ５ １２．２％
%２交替（拘束１６時間以上） ９ ２２．０％
&当直・２交替 ２ ４．９％
'当直 １１ ２６．８％

合計 ４１ １００．０％

夜勤形態 職場数 割合
!３交替 ９ ６４．３％
"変則３交替 １ ７．１％
#混合（３交替・２交替） ０．０％
$２交替（拘束１６時間未満） １ ７．１％
%２交替（拘束１６時間以上） ２ １４．３％
&当直・２交替 ０．０％
'当直 １ ７．１％

合計 １４ １００．０％

Ⅴ‐３ 外来平均夜勤日数

Ⅴ‐４ 外来夜勤の人数
３交替制準夜

３交替制深夜

２交替制夜勤

当直制

Ⅴ‐５ 手術室の夜勤形態

Ⅴ‐６ 透析室の夜勤形態

実施資料■Ⅴ■外来・その他

医 療 労 働４１



99床以下

0 40 60 80 100 12020

許可病床数
稼働病床数

100～199

200～299

300～399

400～499

500～599

600～699

700～799

800～899

900床以上

許可病床数 稼働病床数
９９床以下 ３９ ４１
１００～１９９ ８４ ９３
２００～２９９ ８２ ９３
３００～３９９ ９６ ９７
４００～４９９ ６６ ５４
５００～５９９ ２４ １８
６００～６９９ ２２ １９
７００～７９９ １３ ９
８００～８９９ ３ ３
９００床以上 １１ １２
全施設平均 ３３４ ３１８

平均
許可病床数

平均
稼働病床数

９９床
以下

１００～
１９９

２００～
２９９

３００～
３９９

４００～
４９９

５００～
５９９

６００～
６９９

７００～
７９９

８００床
以上施設数

全医労 ９８ ３６２ ３４２ ３ ８ ２８ ２８ ２０ ６ ２ ３
全厚労 ８８ ３０２ ２７６ １３ １６ ２３ ２１ ９ １ ２ ２ １
全日赤 ２５ ５０９ ４８７ １ ３ １ ４ ３ ３ ６ ２ ２
健保労組 ８ ３０７ ２７４ ４ １ １ １ １
全労災 ２６ ４１２ ３９９ １ ４ １０ ５ ２ ４
国共病組 ５ ３６６ ３５５ １ ２ ２
公共労 ３ ２５８ ２４５ ３
公的病院 １１ ３４１ ３１３ １ １ ３ ３ ２ １
自治体 ４３ ３４７ ３３８ ５ ６ ９ ９ ６ ４ ２ １ １
大学 １２ ８６５ ９０８ １ １ １ ９
民医連・医療生協 ９０ １９２ １８２ １６ ４４ １４ １２ ３ １
地場一般病院 ２１ ３２１ ３２３ ２ ７ ３ ４ １ １ １ ２
地場精神病院 ９ ３３０ ２８６ ２ ３ ３ １

Ⅵ‐１ 許可病床数・稼働病床数（基礎項目）

組合性格別稼動病床数の割合

実施資料■Ⅵ■基礎項目

医 療 労 働４２



23.0%

69.9%

0.6%1.1% 1.5%
3.9％

７対１

10 対１

13 対１ 15 対１ その他
ICU等 7.4%

10.1%

18.1%

17.4%

47.0%

0.0％ ７対１

10 対１

13 対１

15 対１

その他

ICU等

一般病床 精神病床

ＩＣＵ等 ８４ ０

７対１ １，４８７ １１

１０対１ ４９０ １５

１３対１ ２３ ２７

１５対１ １２ ７０

その他 ３１ ２６

無回答 １９５ ３２

Ⅵ‐２ 入院基本料（基礎項目）

実施資料■Ⅵ■基礎項目

医 療 労 働４３



夜勤協定の有無

69.3%
有無

30.7%

ＩＣＵ等 ７対１ １０対１ １３対１ １５対１ その他 記載なし
全医労 ３３ ２３３ １５６ ６ ２ ５ １２９
全厚労 １ ３０４ １０７ ８ ４ ５ ２
全日赤 ８ １９７ ７ ７ ７
健保労組 ２９ ８ ７
全労災 １５２ ２９ ２ １２
国共病組 １５ １ ２ １
公共労 １３
公的病院 ４７ ９
自治体 ２７ １２６ ９０ ３ １ １０
大学 ２ １６８ １ ２ ３ ７
民医連・医療生協 １３ １２６ ６７ ３ １ ２ ７
地場一般病院 ７７ １５ ３ ２ ４ １３
地場精神病院 １

合計 ８４ １，４８７ ４９０ ２３ １２ ３１ １９５
（記載なしを除く） ３．９％ ６９．９％ ２３．０％ １．１％ ０．６％ １．５％ ２，１２７

ＩＣＵ等 ７対１ １０対１ １３対１ １５対１ その他 記載なし
全医労 ３ ５ １３ １５ ８ ２３
全厚労 １ １ ３ １３ ４
全日赤 ２ １ ２ ２
健保労組
全労災
国共病組 １
公共労 １
公的病院
自治体 １ ２ ２ １２ １
大学 ４ １ １ ３ １ １
民医連・医療生協 １ ５
地場一般病院 ２ ２ １
地場精神病院 １ ６ １９ １２ ５
介護・福祉

合計 ０ １１ １５ ２７ ７０ ２６ ３２
（記載なしを除く） ０．０％ ７．４％ １０．１％ １８．１％ ４７．０％ １７．４％ １４９

有 無 無回答 有の割合
全医労 ３３ ４１ ２８ ３２．４％
全厚労 ７０ ５ １４ ７８．７％
全日赤 １４ ９ ２ ５６．０％
健保労組 ２ ６ ２５．０％
全労災 ２６ ２ ９２．９％
国共病組 ３ ２ ６０．０％
公共労 ３ １００．０％
公的病院 ５ ５ １ ４５．５％
自治体 ２３ １５ ６ ５２．３％
大学 ５ ４ ３ ４１．７％
民医連・医療生協 ７２ １８ ８０．０％
地場一般病院 ８ １２ １ ３８．１％
地場精神病院 ４ ４ １ ４４．４％

割合 ６９．３％ ３０．７％

一般病棟

精神病棟

Ⅵ‐３ 夜勤協定（基礎項目）
組合性格別夜勤協定の有無

実施資料■Ⅵ■基礎項目

医 療 労 働４４



（人）

病院１００床当り人数 構成比
施設数 病床数 看護職員 介護職員 補助者 看護職員 介護職員 補助者 看護職員 介護職員 補助者

全医労 １０２ ３３，４６９ ２４，９０２ １，３０９ １，８１３ ７４．４ ３．９ ５．４ ８８．９ ４．７ ６．５
全厚労 ８９ ２４，３２７ ２０，６８９ １，２７７ １，９７５ ８５．０ ５．２ ８．１ ８６．４ ５．３ ８．２
全日赤 ２５ １２，１６９ １２，１９６ ８６ １，０７３ １００．２ ０．７ ８．８ ９１．３ ０．６ ８．０
健保労組 ８ ２，１９５ ２，０７７ ２ １７６ ９４．６ ０．１ ８．０ ９２．１ ０．１ ７．８
全労災 ２８ １０，３７３ ９，１５０ ２３ ６６５ ８８．２ ０．２ ６．４ ９３．０ ０．２ ６．８
国共病組 ５ １，７７３ １，１０９ ３０ １０２ ６２．５ １．７ ５．８ ８９．４ ２．４ ８．２
公共労 ３ ７３６ ６３０ ６８ ８５．６ ９．２ ９０．３ ９．７
公的病院 １１ ３，４４５ ３，３３７ ９５ ２８０ ９６．９ ２．８ ８．１ ８９．９ ２．６ ７．５
自治体 ４４ １４，５１６ １２，１８２ ７４ １，６３３ ８３．９ ０．５ １１．２ ８７．７ ０．５ １１．８
大学 １２ １０，８９４ １０，７１７ ７３１ ９８．４ ６．７ ９３．６ ６．４
民医連・医療生協 ９０ １６，４２２ １１，９４９ １，４７９ １，２９０ ７２．８ ９．０ ７．９ ８１．２ １０．０ ８．８
地場一般病院 ２１ ６，７７４ ４，３６０ ３０７ ７１５ ６４．４ ４．５ １０．６ ８１．０ ５．７ １３．３
地場精神病院 ９ ２，５７２ ９１２ ３６ ２８５ ３５．５ １．４ １１．１ ７４．０ ２．９ ２３．１

４４７ １３９，６６５１１４，２１０ ４，７１８ １０，８０６ ８１．８ ３．４ ７．７ ８８．０ ３．６ ８．３

（人）

男性／職員総数
看護職員 介護職員 補助者 看護職員 介護職員 補助者

全医労 １，８２７ ２２０ ９３ ７．３ １６．８ ５．１
全厚労 ９４３ ２２４ ４９ ４．６ １７．５ ２．５
全日赤 ４０８ １８ ２０ ３．３ ２０．９ １．９
健保労組 １００ ２ ４．８ １．１
全労災 ３７６ ６ ４．１ ０．９
国共病組 ４３ ３ ２ ３．９ １０．０ ２．０
公共労 １２ １．９
公的病院 １７５ ２２ ５．２ ２３．２
自治体 ５７１ １１ ２０ ４．７ １４．９ １．２
大学 ６０８ ２６ ５．７ ３．６
民医連・医療生協 ７０２ ４０４ １１６ ５．９ ２７．３ ９．０
地場一般病院 ７０ ４６ ２０ １．６ １５．０ ２．８
地場精神病院 ２１４ ２ １５ ２３．５ ５．６ ５．３

６，０４９ ９５０ ３６９ ５．３ ２０．１ ３．４

Ⅵ‐４ 職員総数と病院１００床当り人数（基礎項目）

Ⅵ‐５ 職員総数の内の男性人数（基礎項目）

実施資料■Ⅵ■基礎項目

医 療 労 働４５



12時間未満
11.7%

16時間未満
28.9%

16時間以上
3.5% ８時間未満

55.8%

52.8%
47.2%
有

無

施設数 割合
８時間未満 １９１ ５５．８％
１２時間未満 ４０ １１．７％
１６時間未満 ９９ ２８．９％
１６時間以上 １２ ３．５％

施設数 割合
有 １７４ ４７．２％
無 １９５ ５２．８％

（人）

看護職員 介護者 補助者 看護要員
総数 １１４，２１０ ４，７１８ １０，８０６ １２９，７３４
（内男性数） ６，０４９ ９５０ ３６９ ７，３６８
妊娠者数 １，５２４ ２６ １５ １，５６５
産休者数 １，３２０ ２５ １０ １，３５５
育休者数 ３，４０２ ４７ ２１ ３，４７０
育児短時間取得数 １，９７６ ９ １０ １，９９５
介護休暇取得数 ７４ ２ ０ ７６
病欠者数 １，５２３ ３６ ２６ ７２１

総
数
人
員

と
の
割
合

妊娠者数 １．３％ ０．６％ ０．１％ ２．０％
産休者数 １．２％ ０．５％ ０．１％ １．８％
育休者数 ３．０％ １．０％ ０．２％ ４．２％
育児短時間取得数 １．７％ ０．２％ ０．１％ ２．０％
介護休暇取得数 ０．１％ ０．０％ ０．０％ ０．１％
病欠者数 １．３％ ０．８％ ０．２％ ２．３％

Ⅵ‐６ 看護職員の休業者数・妊産婦数（基礎項目）

Ⅵ‐７ 最も短い勤務間隔（基礎項目）

Ⅵ‐８ 勤務間隔は１２時間以上あるか（基礎項目）

実施資料■Ⅵ■基礎項目
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夜勤実態調査表

医 療 労 働４７



夜勤・交代制勤務の勤務編成の考え方Ⅲ

Ａ 勤務編成の基準
　日本看護協会は、看護の職能団体として夜勤・交代制勤務による健康・安
全・生活への影響を少なくする観点から、夜勤・交代制勤務の「勤務編成の基
準」11項目を提案します。

〈項目〉 〈基準〉

勤務と勤務の間隔は11時間以上あける。　

夜勤回数は、３交代制勤務は月８回以内を基本
とし、それ以外の交代制勤務は労働時間などに
応じた回数とする。

夜勤後の休息について、２回連続夜勤後にはお
おむね48時間以上を確保する。１回の夜勤後に
ついてもおおむね24時間以上を確保することが
望ましい。

休憩時間は、夜勤の途中で１時間以上、日勤時
は労働時間の長さと労働負荷に応じた時間数を
確保する。

少なくとも１カ月に１回は土曜・日曜ともに前
後に夜勤のない休日をつくる。

夜勤・交代制勤務者の早出の始業時刻は７時よ
り前を避ける。

勤務の拘束時間は13時間以内とする。

夜勤の連続回数は、２連続（２回）までとする。

夜勤の途中で連続した仮眠時間を設定する。

交代の方向は正循環の交代周期とする。

連続勤務日数は５日以内とする。

基準１ 勤務間隔

基準２ 勤務の拘束時間

基準３ 夜勤回数

基準４ 夜勤の連続回数

基準６ 休憩時間

基準７ 夜勤時の仮眠

基準９ 週末の連続休日

基準８
夜勤後の休息
（休日を含む）

基準10 交代の方向

基準11 早出の始業時刻

基準５ 連続勤務日数

資 料 日本看護協会「夜勤・交代制勤務に関するガイドライン」（抜粋）

勤務編成の基準（１１項目）

（２０１３年２月）

夜勤・交代制勤務に関するガイドライン
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